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は
じ
め
に

一
　

鶴
舞
に
お
け
る
企
画
展
「
戦
争
と
大
学
　

ふ
た
た
び
」

　

（
一
）「
戦
争
と
大
学
　

ふ
た
た
び
」
開
催
ま
で
の
経
緯

　

（
二
）
企
画
展
の
テ
ー
マ
と
タ
イ
ト
ル

　

（
三
）
準
備
に
際
し
て
解
決
す
べ
き
問
題
と
開
催
時
期

　

（
四
）
展
示
内
容
と
そ
の
特
徴

　

（
五
）
特
別
講
演
会
と
祖
父
江
逸
郎
名
誉
教
授
と
の
面
談

　

（
六
）
企
画
展
の
反
響

二
　

東
山
に
お
け
る
企
画
展
「
戦
争
と
大
学
　

ふ
た
た
び
」

　

（
一
）
開
催
決
定
ま
で
の
経
緯

　

（
二
）
準
備
作
業
の
概
略

　

（
三
）
展
示
内
容
と
そ
の
特
徴

む
す
び
に
か
え
て
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は
じ
め
に

　

本
展
示
記
録
は
、
名
古
屋
大
学
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
「
戦
争
と
大
学
　

ふ
た
た
び
―
軍
医
と
銃
後
―
」
に
つ
い
て
、
内
容
、
開
催

に
至
る
ま
で
の
経
緯
、
準
備
過
程
、
展
示
へ
の
反
響
な
ど
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
言
う
企
画
展
「
戦
争
と
大
学
　

ふ
た
た
び
―
軍
医
と
銃
後
―
」
は
、
正
確
に
は
時
期
や
場
所
、
内
容
も
異
な
る
二
つ
の
展
示

会
両
方
を
指
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
六
月
一
〇
日
（
金
）
か
ら
九
月
三
〇
日
（
金
）
ま
で
を
会
期
に
、
鶴

舞
キ
ャ
ン
パ
ス
の
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
二
階
入
口
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
同
分
館
に
よ
る
第
一
三
回
ミ
ニ
企
画
展
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
五
日
（
金
）
か
ら
一
二
月
二
六
日
（
月
）
ま
で
を
会
期
に
、
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
央
図

書
館
二
階
ビ
ブ
リ
オ
サ
ロ
ン
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、大
学
文
書
資
料
室
と
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
の
共
催
に
よ
る
企
画
展
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
大
学
文
書
資
料
室
は
、
学
内
の
他
部
局
の
共
催
に
よ
っ
て
、
ま
と
ま
っ
た
会
期
を
設
定
し
た
特
別
展
や
企
画
展
を
六
回
開

催
し
て
き
た
。
五
回
ま
で
は
博
物
館
と
の
共
催
で
あ
り
、
会
場
も
同
館
の
展
示
室
で
あ
っ
た
が

）
1
（

、
六
回
目
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

企
画
展
「
戦
争
と
大
学
―
一
九
三
一
～
一
九
四
五
　

官
立
名
古
屋
医
科
大
学
・
名
古
屋
帝
国
大
学
―
」
を
、
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館

と
の
共
催
で
、
会
場
は
中
央
図
書
館
ビ
ブ
リ
オ
サ
ロ
ン
で
実
施
し
た

）
2
（

。

　

こ
の
企
画
展
「
戦
争
と
大
学
―
一
九
三
一
～
一
九
四
五
　

官
立
名
古
屋
医
科
大
学
・
名
古
屋
帝
国
大
学
―
」
は
、
共
催
者
の
一
方
が

ま
ず
単
独
で
開
催
し
、
そ
の
後
で
単
独
開
催
の
内
容
を
拡
充
し
つ
つ
、
し
か
も
別
の
場
所
で
共
催
と
し
て
実
施
す
る
と
い
う
、
お
そ
ら

く
全
国
的
に
か
な
り
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。ま
た
、同
じ
大
学
の
二
つ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

）
3
（

の
共
催
展
と
い
う
稀
有
な
事
例
で
も
あ
っ

た
。
本
企
画
展
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。



74

　

た
だ
本
企
画
展
は
、
主
題
も
二
〇
一
四
年
の
企
画
展
「
戦
争
と
大
学
」
と
同
じ
で
（「
ふ
た
た
び
」
は
付
い
て
い
る
が
）、
副
題
の
み

が
異
な
っ
て
い
る
。
同
じ
主
題
の
企
画
展
を
、
副
題
を
改
め
て
行
う
と
い
う
試
み
は
、
大
学
文
書
資
料
室
で
は
初
め
て
の
経
験
で
あ
る

し
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
例
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
、
本
展
示
記
録
の
意
義
の
一
つ
と
い
え
る
。

　

な
お
、
本
展
示
記
録
の
作
成
は
、
第
一
章
は
蒲
生
英
博
（
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
特
任
専
門
員
）、
第
二
章
及
び
「
は
じ
め
に
」「
む

す
び
に
か
え
て
」
は
堀
田
慎
一
郎
（
大
学
文
書
資
料
室
特
任
助
教
）
が
担
当
し
、
と
り
ま
と
め
は
堀
田
が
お
こ
な
っ
た
。
両
者
の
担
当

部
分
に
形
式
等
の
不
統
一
や
内
容
の
重
複
が
見
ら
れ
る
が
、
あ
え
て
そ
の
ま
ま
に
し
た
部
分
も
あ
る
。

一
　

鶴
舞
に
お
け
る
企
画
展
「
戦
争
と
大
学
　

ふ
た
た
び
」

（
一
）「
戦
争
と
大
学
　

ふ
た
た
び
」
開
催
ま
で
の
経
緯

　

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
で
は
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
九
月
か
ら
二
階
入
口
ホ
ー
ル
の
一
二
㎡
ほ
ど
の
ス
ペ
ー

ス
を
利
用
し
て
、
ミ
ニ
企
画
展
を
開
催
し
て
き
た

）
4
（

。
展
示
品
は
、
す
べ
て
医
学
部
分
館
四
階
に
あ
る
医
学
部
史
料
室
と
医
学
部
分
館
が

所
蔵
す
る
歴
史
資
料
で
あ
る
。
ミ
ニ
企
画
展
の
開
催
テ
ー
マ
案
は
、
常
時
一
〇
数
件
持
っ
て
い
る
が
、
一
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
き
、
掲
示

物
も
含
め
て
三
〇
点
ほ
ど
の
展
示
品
が
揃
う
見
込
み
と
な
っ
て
か
ら
、
本
格
的
に
準
備
を
始
め
る
。
開
催
テ
ー
マ
を
決
定
す
る
際
に
考

慮
す
べ
き
こ
と
は
、
展
示
品
が
文
字
資
料
に
偏
ら
ず
、
ま
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
な
り
過
ぎ
な
い
資
料
が
揃
う
か
と
い
う
こ
と
と
、
多
種

多
様
な
テ
ー
マ
で
開
催
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
が
、
担
当
者
（
蒲
生
）
の
動
機
づ
け
、
目
的
意
識
も
、
開
催
す
る
側
に
と
っ
て
は
意
欲

的
に
取
り
組
む
た
め
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
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鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
医
学
部
分
館
が
、
第
六
回
ミ
ニ
企
画
展
「
戦
争
と
大
学
―
一
九
三
一
～
一
九
四
五
　

官
立
名
古
屋
医
科
大

学
・
名
古
屋
帝
国
大
学
―
」
を
開
催
し
た
の
は
、二
〇
一
四
年
二
月
一
二
日
（
水
）
か
ら
六
月
七
日
（
土
）
ま
で
で
あ
っ
た
が
、そ
の
後
も
、

大
学
文
書
資
料
室
と
の
共
催
に
よ
り
内
容
を
拡
充
し
、
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
央
図
書
館
を
会
場
と
し
て
、
拡
大
開
催
し
た

）
5
（

。
こ
の
企

画
展
の
反
響
は
大
き
く
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
に
よ
る
報
道
も
あ
り
、
市
民
も
含
む
多
く
の
人
が
観
覧
し
た
。
意
見
や
感
想
が
多
く
寄

せ
ら
れ
、
附
属
図
書
館
の
商
議
員
か
ら
は
「
毎
年
開
催
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
要
望
も
あ
り
、
元
気
づ
け
ら
れ
た
が
、
一
方
、
こ
の
テ
ー

マ
に
関
連
し
た
歴
史
資
料
を
医
学
部
史
料
室
で
は
あ
ま
り
所
蔵
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
は
応
え
ら
れ
そ
う
に
も
な
く
、
た
い

へ
ん
残
念
で
あ
っ
た
。

　

「
戦
争
と
大
学
」
か
ら
「
戦
争
と
大
学
　

ふ
た
た
び
」
ま
で
の
二
年
間
で
六
回
の
ミ
ニ
企
画
展
を
開
催
し
て
き
た
が
、
こ
の
間
、「
戦

争
と
大
学
」
に
関
連
す
る
歴
史
資
料
に
つ
い
て
、
次
の
方
法
に
よ
り
、
収
集
に
努
め
て
き
た
。
①
医
学
部
史
料
室
の
所
蔵
資
料
を
再
度

調
査
し
、
②
医
学
部
分
館
、
特
に
四
階
に
配
架
し
て
あ
る
他
大
学
史
な
ど
も
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
③
他
の
国
立
大
学
図
書
館
で
不
用

と
な
り
無
償
譲
渡
と
し
て
照
会
が
あ
っ
た
図
書
の
リ
ス
ト
を
点
検
し
、
有
用
な
図
書
の
無
償
譲
渡
を
受
け
、
④
名
古
屋
大
学
全
学
同
窓

会
大
学
支
援
事
業
の
助
成
金

）
6
（

に
よ
り
関
連
図
書
を
購
入
し
た
。
ま
た
二
〇
一
五
年
に
は
、
⑤
医
学
部
卒
業
生
の
関
係
者
等
か
ら
の
寄
贈

も
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
方
法
、
特
に
医
学
部
史
料
室
の
所
蔵
資
料
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
軍
医
と
い
う
観
点
か
ら
企
画
展
開
催
の
め
ど
が
つ
い
て

き
た
。

（
二
）
企
画
展
の
テ
ー
マ
と
タ
イ
ト
ル

　

展
示
資
料
が
揃
い
だ
し
た
こ
ろ
、
企
画
展
の
テ
ー
マ
と
タ
イ
ト
ル
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。



76

　

そ
こ
で
テ
ー
マ
の
一
つ
と
考
え
て
い
た
軍
医
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
。
日
本
の
軍
医
制
度
は
明
治
初
期
に
始
ま
り
、
司
馬
凌
海
の
師

で
あ
っ
た
松
本
良
順
と
、
森
林
太
郎
（
鴎
外
）
は
軍
医
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
て
後
に
軍
医
総
監
に
な
る
が
、
こ
の
二
人
の
著
作
は
医

学
部
分
館
に
も
所
蔵
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
学
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
と
、
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
の
設
置
が
極
め
て
重
要
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
三
一
年
の
満
州
事
変
、
一
九
三
七
年
の
日
中
戦
争
と
戦
争
が
拡
大
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
軍
医
と
し
て
召
集
さ

れ
る
医
師
が
増
え
て
、
医
師
不
足
が
顕
著
と
な
り
、
陸
軍
省
な
ど
の
要
請
に
よ
り
、
医
師
の
増
員
養
成
が
国
防
上
、
国
民
医
療
上
急
務

と
さ
れ
た
。
一
九
三
九
年
に
、
帝
国
大
学
七
校
、
官
立
医
科
大
学
六
校
に
修
業
年
限
を
四
年
と
す
る
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
が
設
置
さ

れ
、
名
古
屋
帝
国
大
学
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
に
は
、
初
年
度
に
七
八
名
が
入
学
し
た
。
企
画
展
で
は
、
軍
医
と
と
も
に
、
国
家
総
動

員
法
に
基
づ
く
国
民
徴
用
令
が
制
定
さ
れ
て
、
直
接
戦
闘
に
加
わ
っ
て
い
な
い
一
般
国
民
も
、
間
接
的
に
何
ら
か
の
形
で
戦
争
に
参
加

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
国
内
の
状
況
も
同
時
に
展
示
す
る
こ
と
で
、戦
争
が
軍
人
、軍
医
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
描
き
た
か
っ

た
。
こ
う
し
て
テ
ー
マ
を
「
軍
医
と
銃
後
」
と
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
、
二
〇
一
四
年
に
開
催
し
た
「
戦
争
と
大
学
」
の
続
編
と
し
て
開

催
す
る
こ
と
か
ら
「
戦
争
と
大
学
　

ふ
た
た
び
―
軍
医
と
銃
後
―
」
と
し
た
。
回
次
の
表
現
で
は
少
し
迷
い
、
三
回
目
以
降
の
開
催
も

考
え
る
な
ら
ば
第
二
回
で
良
い
の
だ
が
面
白
み
に
欠
け
、
第
二
弾
は
避
け
た
い
表
現
で
あ
っ
た
た
め
、
結
局
、
團
伊
玖
磨
の
エ
ッ
セ
イ

集
『
パ
イ
プ
の
け
む
り
』
の
続
編
の
タ
イ
ト
ル
に
倣
っ
て

）
7
（

、
あ
ま
り
堅
苦
し
く
な
い
「
ふ
た
た
び
」
を
付
け
る
こ
と
に
し
た
。

（
三
）
準
備
に
際
し
て
解
決
す
べ
き
問
題
と
開
催
時
期

　

企
画
展
の
テ
ー
マ
と
タ
イ
ト
ル
が
決
ま
っ
た
後
、
解
決
す
べ
き
問
題
が
二
つ
あ
っ
た
。

　

ひ
と
つ
は
二
〇
一
四
年
の
「
戦
争
と
大
学
」
と
同
様
に
、
鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
開
催
後
、
大
学
文
書
資
料
室
と
の
共
催
に
よ
り
東

山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
開
催
で
き
な
い
か
、
と
い
う
点
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
六
年
二
月
に
照
会
し
、
す
ぐ
に
内
諾
が
あ
り
、
五
月
二
五



77

日
に
正
式
に
共
催
の
承
認
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
並
行
し
て
、
前
回
同
様
、
会
場
を
中
央
図
書
館
二
階
の
ビ
ブ
リ
オ
サ
ロ
ン
と
す
る
こ
と

を
考
え
て
、
四
月
に
年
末
の
空
き
状
況
を
確
認
し
、
一
一
月
後
半
か
ら
一
二
月
末
ま
で
仮
予
約
を
行
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
企
画
展
開
催
中
の
特
別
講
演
会

）
8
（

を
ど
の
よ
う
に
開
催
す
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
過
去
三
回
開
催
し
た

特
別
講
演
会
で
は
す
べ
て
医
学
部
を
退
官
さ
れ
た
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
に
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
が
、
で
き
れ
ば
医
学
系
で
は
な

い
分
野
の
研
究
者
に
依
頼
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
前
回
の
「
戦
争
と
大
学
」
の
開
催
の
準
備
作
業
中
や
、
そ
の
後
も
ご
教

示
を
受
け
て
い
た
愛
知
大
学
法
学
部
の
大
川
四
郎
教
授
に
、
二
〇
一
六
年
一
月
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

開
催
時
期
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
「
戦
争
と
大
学
」
で
は
八
月
一
五
日
に
拘
ら
ず
に
、
む
し
ろ
集
団
的
自
衛
権
や
安
全
保
障
に
関
す

る
議
論
な
ど
、
当
時
の
国
内
外
の
情
勢
を
考
え
て
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
二
回
目
で
は
、
十
分
な
準
備

期
間
の
確
保
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
、
八
月
一
五
日
を
含
む
期
間
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
四
）
展
示
内
容
と
そ
の
特
徴

　

展
示
し
た
資
料
や
パ
ネ
ル
の
個
別
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
掲
の
一
覧
表
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　

展
示
資
料
の
集
め
方
の
違
い
か
ら
大
き
く
五
つ
に
区
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
な
資
料
を
紹
介
す
る
。
①
医
学
部
史
料
室
に
所
蔵
す

る
資
料
の
中
か
ら
、池
田
謙
斎
著

：

藤
田
嗣
章
訳
『
子
宮
病
論
』（
一
八
七
八
年
）
と
、森
林
太
郎
講
述
『
衞
生
學
大
意
』（
一
九
〇
七
年
）

は
、
著
名
な
軍
医
に
よ
る
著
作
で
あ
る
。
ま
た
、
秋
本
文
吾
謹
纂
『
光
榮
録
』
一
九
二
八
年
）
は
愛
知
県
で
行
わ
れ
た
陸
軍
特
別
大
演

習
に
と
も
な
う
昭
和
天
皇
に
よ
る
行
幸
の
記
録
で
、
所
蔵
す
る
図
書
館
も
少
な
く
貴
重
な
図
書
で
あ
る
。
掲
示
板
に
よ
る
展
示
資
料
と

し
て
、
名
古
屋
帝
國
大
學
臨
時
附
屬
醫
學
專
門
部
『
入
學
生
徒
寫
眞
』（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）
は
、
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋

戦
争
へ
と
戦
争
が
拡
大
し
て
い
く
に
つ
れ
て
医
師
不
足
が
顕
著
と
な
り
、
医
師
の
養
成
の
た
め
に
一
九
三
九
年
に
設
置
さ
れ
た
臨
時
附
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属
医
学
専
門
部
の
入
学
生
の
写
真
を
一
枚
の
パ
ネ
ル
に
し
た
も
の
で
、
毎
年
増
え
て
い
く
入
学
生
の
パ
ネ
ル
を
並
べ
る
と
異
様
な
迫
力

が
あ
る
。
太
田
元
次
『
戦
前
派
病
院
長
の
回
顧
録
』
正
・
続
（
一
九
七
九
年
、
一
九
九
二
年
）
は
、
戦
争
中
に
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学

部
附
属
医
院
に
極
秘
入
院
し
た
汪
兆
銘
の
主
治
医
の
一
人
で
あ
っ
た
医
師
に
よ
る
回
顧
録
で
あ
り
、
汪
兆
銘
の
最
晩
年
を
知
る
た
め
の

基
礎
資
料
で
あ
る
。
②
医
学
部
史
料
室
と
は
別
に
、
医
学
部
分
館
内
に
所
蔵
す
る
資
料
は
、
本
学
以
外
の
軍
医
に
関
す
る
図
書
が
充
実

し
て
い
る
。
満
洲
帝
国
軍
医
団
『
軍
医
団
雑
誌
』（
一
九
三
五
年
創
刊
）
は
医
学
部
分
館
で
は
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
て
創
刊
号
し

か
展
示
で
き
な
か
っ
た
が
、
第
四
六
号
に
は
関
東
軍
の
軍
医
に
よ
る
、
日
本
軍
の
細
菌
戦
に
つ
い
て
言
及
し
た
講
演
記
録
「
細
菌
戦
に

就
て
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
東
山
で
は
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。『
佳
木
斯
醫
科
大
學
新
聞
』
第
二
号
（
第
一
回
生
卒
業
記
念
号
）

（
一
九
四
三
年
）
と
白
楊
会
編
『
満
洲
国
陸
軍
軍
医
学
校

：

五
族
の
軍
医
団
』（
一
九
八
〇
年
）
は
、医
師
の
養
成
と
確
保
が
困
難
で
あ
っ

た
当
時
の
満
州
に
お
け
る
、
日
本
に
よ
る
開
拓
地
医
師
や
軍
医
の
養
成
学
校
に
関
す
る
資
料
で
あ
る
。『
碧
素

：

国
産
ペ
ニ
シ
リ
ン
開

発
の
旗
振
り
稲
垣
軍
医
少
佐
と
一
高
生
学
徒
動
員
』（
二
〇
〇
五
年
）
は
、
ド
イ
ツ
の
潜
水
艦
U
ボ
ー
ト
の
中
で
発
見
し
た
雑
誌
記
事

を
も
と
に
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の
困
難
な
状
況
の
中
で
ペ
ニ
シ
リ
ン
を
開
発
し
た
軍
医
の
記
録
で
あ
る
。
③
他
大
学
か
ら
無
償
譲
渡
さ

れ
た
資
料
の
中
に
も
興
味
深
い
資
料
が
あ
っ
た
。『
産
業
從
業
員
の
採
用
時
身
體
檢
査
法
・
定
期
健
康
診
斷
法
』（
一
九
三
七
年
）
に
は
、

兵
器
、
軍
需
品
、
火
薬
類
な
ど
を
製
造
し
た
陸
軍
造
兵
廠
と
、
海
軍
職
工
及
鉱
夫
志
願
者
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
な
ど
の
身
体
検
査

規
則
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ウ
、ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
共
著

：

畠
中
靖
雄
、間
澤
久
雄
共
譯
『
航
空
醫
學
解
説
』（
一
九
四
四
年
）
は
、

航
空
兵
力
の
強
化
の
た
め
に
米
国
空
軍
の
軍
医
の
著
書
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
④
全
学
同
窓
会
大
学
支
援
事
業
に
よ
り
購
入
し
た

資
料
の
中
に
は
、
貴
重
な
『
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
ア
ル
バ
ム
』（
一
九
四
四
年
）
が
あ
る
。
情
報
局
編
輯
『
寫
眞
週
報
』
二
六
八

号
（
一
九
四
三
年
）
に
は
、「
機
械
工
を
志
す
女
性
の
た
め
に
」
東
京
と
名
古
屋
に
設
け
ら
れ
た
女
子
機
械
工
補
導
所
の
内
、
名
古
屋

鶴
舞
女
子
機
械
工
補
導
所
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
補
導
所
は
、
現
在
の
名
古
屋
工
業
大
学
の
敷
地
の
北
東
に
あ
っ
た
。
三
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菱
重
工
株
式
會
社
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
『
兵
器
を
造
る
我
等
の
覺
悟
』（
一
九
四
三
年
）
は
、
戦
闘
機
の
製
造
で
知
ら
れ
る
名
古
屋

航
空
機
製
作
所
が
内
閣
総
理
大
臣
兼
陸
軍
大
臣
　

東
條
英
機
の
訓
示
な
ど
の
放
送
、
講
演
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。『
名
古
屋
市
復

興
都
市
計
畫
圖
』（
一
九
四
六
年
）
は
、
市
内
の
四
分
の
一
ほ
ど
を
空
襲
に
よ
り
被
災
し
た
名
古
屋
市
の
復
興
計
画
図
で
あ
る
。
ま
た
、

⑤
前
回
の
開
催
か
ら
二
年
間
で
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
中
に
は
、
紙
の
資
料
に
偏
ら
な
い
展
示
を
目
指
す
と
い
う
点
か
ら
見
て
も
重
要
な

資
料
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
官
立
名
古
屋
医
科
大
学
を
卒
業
後
、
満
州
の
陸
軍
病
院
に
勤
務
し
た
軍
医
の
遺
品
と
し
て
、
携
帯
用
の
消

毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
入
れ
、
薬
剤
、
滅
菌
ガ
ー
ゼ
包
な
ど
の
衛
生
材
料
や
、
記
名
布
が
あ
る
。『
昭
和
二
十
年
三
月
　

大
東
亜
戦
争
戦
災

記
念
写
真
』
と
表
紙
に
書
か
れ
た
綴
り
が
、
二
〇
一
五
年
に
医
学
部
の
事
務
室
で
偶
然
発
見
さ
れ
、
医
学
部
史
料
室
に
寄
贈
さ
れ
た
。

こ
の
綴
り
が
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
一
九
五
九
年
と
一
九
六
五
年
で
あ
る
が
、
一
九
四
四
年
三
月
に
南
京
政
府
主
席
の
汪
兆
銘
が
名
古

屋
帝
国
大
学
医
学
部
附
属
医
院
に
極
秘
入
院
し
た
時
の
主
治
医
団
や
、一
九
四
五
年
三
月
の
空
襲
で
使
わ
れ
た
焼
夷
弾
の
写
真
が
あ
り
、

初
め
て
見
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
〇
年
ま
で
の
同
窓
会
の
会
報
『
學
友
會
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
戰

地
便
り
」
は
、
ペ
ー
ジ
数
が
多
い
た
め
ハ
ン
ズ
オ
ン
資
料
と
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
企
画
展
か
ら
、
展
示
ケ
ー
ス
を
一
台
増
や
し
て
三
台
と
し
、
掲
示
板
二
台
と
合
わ
せ
て
展
示
し
た
が
、
複
雑
な
構
成

と
は
し
な
い
で
、
お
お
よ
そ
年
代
順
を
基
本
と
し
て
、
テ
ー
マ
ご
と
に
資
料
を
配
置
し
た
。

（
五
）
特
別
講
演
会
と
祖
父
江
逸
郎
名
誉
教
授
と
の
面
談

　

企
画
展
に
関
連
し
た
特
別
講
演
会
は
、
大
川
四
郎
愛
知
大
学
法
学
部
教
授
を
講
師
と
し
て
、
二
〇
一
六
年
九
月
三
〇
日
（
金
）
に
、

医
学
部
基
礎
研
究
棟
一
階
会
議
室
２
で
開
催
し
た
。
大
川
教
授
は
、
西
洋
法
制
史
が
専
門
で
、
近
年
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
日
本

国
内
に
お
け
る
赤
十
字
国
際
委
員
会
活
動
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
。講
演「
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
赤
十
字
と
名
古
屋
大
学
」で
は
、
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第
二
次
世
界
大
戦
中
の
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
の
卒
業
生
ら
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
陸
海
軍
の
軍
医
と
し
て
戦
地
に
動
員
さ
れ
た
が
、
戦

場
で
彼
ら
が
遵
守
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
赤
十
字
条
約
（
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
）
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
他
方
、
当
時
の
赤
十
字
国
際
委

員
会
駐
日
代
表
ら
に
よ
る
日
本
国
内
の
捕
虜
収
容
所
お
よ
び
外
国
籍
民
間
人
抑
留
所
の
査
察
記
録
の
中
に
名
古
屋
大
学
が
言
及
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
戦
時
中
の
赤
十
字
と
名
古
屋
大
学
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
名
古
屋
帝
国
大

学
は
善
通
寺
俘
虜
収
容
所
に
多
数
の
洋
雑
誌
を
差
し
入
れ
て
い
た
こ
と
。
ま
た
、
愛
知
県
愛
知
郡
天
白
村
字
八
事
表
山
（
現
在
、
名
古

屋
市
天
白
区
八
事
表
山
）
に
設
置
さ
れ
た
愛
知
民
間
人
抑
留
所
に
は
、
イ
タ
リ
ア
国
籍
民
間
人
が
抑
留
さ
れ
て
い
て
、
彼
ら
が
疾
病
に

罹
っ
た
場
合
、
当
時
の
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
附
属
医
院
の
医
師
ら
が
治
療
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

大
川
教
授
か
ら
、
講
演
の
準
備
段
階
で
、
祖
父
江
逸
郎
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
と
面
談
で
き
な
い
か
、
と
い
う
希
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。

祖
父
江
名
誉
教
授
は
、
一
九
四
三
年
に
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
海
軍
軍
医
学
校
で
の
訓
練
を
経
て
軍
医
中
尉
と
な
り
、

戦
艦
大
和
の
乗
組
軍
医
と
し
て
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
、
レ
イ
テ
沖
海
戦
に
従
軍
し
た
経
験
が
あ
っ
た
。
大
川
教
授
は
、
戦
前
、
戦
後
の
名

大
医
学
部
に
つ
い
て
不
明
な
点
を
確
認
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
筆
者
（
蒲
生
）
が
祖
父
江
名
誉
教
授
と
連
絡
を
と
り
、
面
談
の
可
否
、
面
談
内
容
、
日
時
と
場
所
の
調
整
を
行
っ
た
。
面

談
は
、
五
月
二
二
日
（
日
）
午
後
二
時
か
ら
、
大
学
文
書
資
料
室
で
、
祖
父
江
名
誉
教
授
、
大
川
教
授
、
堀
田
大
学
文
書
資
料
室
特
任

助
教
、
蒲
生
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
質
問
事
項
は
、
旧
制
第
八
高
等
学
校
と
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
の
在
学
時
代
か
ら
、
海
軍
時
代
を

経
て
、
復
員
後
の
名
古
屋
大
学
医
学
部
勤
務
時
代
ま
で
を
三
〇
項
目
に
ま
と
め
た
も
の
を
事
前
に
祖
父
江
名
誉
教
授
に
送
付
し
た
。
当

日
は
短
時
間
で
の
面
談
を
予
定
し
て
い
た
が
、
質
問
が
多
岐
に
わ
た
り
、
戦
艦
大
和
の
軍
医
の
頃
の
話
を
中
心
に
二
時
間
あ
ま
り
の
面

談
時
間
と
な
っ
た
。
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（
六
）
企
画
展
の
反
響

　

医
学
部
分
館
に
お
け
る
企
画
展
と
特
別
講
演
会
に
対
す
る
反
響
は
、
様
々
な
も
の
が
あ
っ
た
。
報
道
機
関
と
し
て
は
、
い
ち
早
く
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
で
あ
る
中
日
シ
ョ
ッ
パ
ー
南
エ
リ
ア
版
が
、六
月
一
六
日
号
の
「
今
週
の
イ
チ
オ
シ
」
と
し
て
「
歴
史
は
未
来
へ
の
教
訓
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
て
取
り
上
げ
た
。
朝
日
新
聞
社
名
古
屋
本
社
の
記
者
の
取
材
に
よ
る
記
事
は
、
八
月
一
六
日
の
朝
刊
に
掲
載

さ
れ
た
。
筆
者
（
蒲
生
）
も
こ
の
時
期
に
各
地
で
焼
夷
弾
や
空
襲
に
よ
る
被
災
写
真
を
観
覧
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
同
じ
紙
面
に
県

内
の
資
料
館
に
よ
る
戦
争
に
関
す
る
企
画
展
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、
戦
争
に
つ
い
て
考
え
る
場
を
提
供
し
た
い
と
い
う
こ
の

企
画
展
の
目
的
に
も
合
致
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。報
道
機
関
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
、他
に
企
画
展
と
特
別
講
演
会
の
告
知
記
事
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
九
月
八
日
に
朝
日
新
聞
社
名
古
屋
本
社
の
別
の
記
者
か
ら
、
民
間
の
戦
災
傷
害
者
な
ど
に
関
し
て
取
材
が
あ
っ
た

）
9
（

。
大
学

文
書
資
料
室
と
の
共
催
に
よ
る
企
画
展
に
、杉
山
千
佐
子
『
お
み
す
て
に
な
る
の
で
す
か
―
傷
痕
の
半
生
―
』
を
出
品
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、
こ
の
取
材
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
杉
山
さ
ん
は
二
〇
一
六
年
九
月
一
八
日
に
一
〇
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
名
古
屋
医
科
大

学
（
後
に
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
）
の
解
剖
学
教
室
で
標
本
作
り
な
ど
の
仕
事
を
し
て
、
一
九
四
五
年
三
月
二
四
日
の
名
古
屋
空
襲

に
よ
り
負
傷
し
左
眼
を
失
っ
た
が
、
後
に
全
国
戦
災
傷
害
者
連
絡
会
会
長
と
し
て
、
国
か
ら
の
補
償
が
な
い
民
間
の
戦
争
被
災
者
の
救

済
を
求
め
て
長
く
活
動
し
て
き
た
人
で
あ
る
。

　

企
画
展
は
、
市
民
が
気
軽
に
観
覧
で
き
る
よ
う
に
、
医
学
部
分
館
の
入
館
ゲ
ー
ト
の
手
前
で
開
催
す
る
た
め
、
人
数
の
カ
ウ
ン
ト
は

し
て
い
な
い
が
、
展
示
ケ
ー
ス
の
中
の
資
料
を
直
接
手
に
取
り
見
た
い
、
と
い
う
利
用
者
が
複
数
い
て
、
会
期
後
に
対
応
し
た
。

　

特
別
講
演
会
は
約
六
〇
名
が
聴
講
し
た
。
講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
聴
講
者
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
、
聴
講
し
て
い
た
日
本
赤
十

字
社
の
医
師
や
、
国
際
関
係
法
の
専
門
家
か
ら
の
適
確
な
回
答
が
あ
り
、
聴
講
者
全
体
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。
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二
　

東
山
に
お
け
る
企
画
展
「
戦
争
と
大
学
　

ふ
た
た
び
」

（
一
）
開
催
決
定
ま
で
の
経
緯

　

本
稿
第
一
章
で
解
説
さ
れ
て
い
る
、
鶴
舞
に
お
け
る
ミ
ニ
企
画
展
に
つ
い
て
は
、
大
学
文
書
資
料
室
（
以
下
、
本
章
で
は
「
資
料
室
」

と
略
記
す
る
）
は
全
く
関
係
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
四
年
の
企
画
展
「
戦
争
と
大
学
―
一
九
三
一
～
一
九
四
五
　

官
立
名

古
屋
医
科
大
学
・
名
古
屋
帝
国
大
学
―
」（
以
下
、
本
章
で
は
「「
戦
争
と
大
学
」
二
〇
一
四
」
と
略
記
す
る
）
の
際
の
よ
う
に
、
開
催

の
き
っ
か
け
と
な
る
資
料
室
へ
の
報
道
機
関
の
取
材
と
い
っ
た
も
の
も
な
か
っ
た
。

　

資
料
室
が
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
企
画
展
「
戦
争
と
大
学
　

ふ
た
た
び
―
軍
医
と
銃
後
―
」（
以
下
、
本
章
で
は
「
本
企
画
展
」
と

略
記
す
る
）
に
関
わ
る
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
二
月
の
、
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
の
蒲
生
英
博
特
任
専

門
員
か
ら
の
筆
者
（
堀
田
）
へ
の
打
診
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
ミ
ニ
企
画
展
の
開
催
後
、「
戦
争
と
大
学
」

二
〇
一
四
の
時
と
同
様
に
、
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
企
画
展
を
共
催
す
る
か
ど
う
か
、
ま
た
も
し
共
催
す
る
と
す
れ
ば
、
資
料
室
に
関

連
す
る
展
示
資
料
が
あ
る
か
ど
う
か
、
と
の
問
い
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
筆
者
は
、
個
人
の
判
断
と
し
て
は
共
催
す
る
方
向
で
考
え
た
い
こ
と
、
ま
た
資
料
室
に
は
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
前

身
学
校
の
卒
業
生
で
軍
医
に
な
っ
た
人
物
の
個
人
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。
こ
の
段
階
で
は
、
資
料
室
と
附
属
図

書
館
医
学
部
分
館
に
よ
る
正
式
決
定
ま
で
は
し
な
か
っ
た
が
、
筆
者
と
蒲
生
特
任
専
門
員
の
間
で
、
鶴
舞
で
の
ミ
ニ
企
画
展
終
了
後
、

二
〇
一
六
年
一
〇
月
以
降
に
共
催
す
る
方
向
で
考
え
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
本
企
画
展
が
正
式
に
決
ま
っ
た

の
は
、
二
〇
一
六
年
五
月
に
行
わ
れ
た
資
料
室
の
室
会
議

）
10
（

で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。



83

　

そ
の
後
、
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
長
の
上
川
通
夫
教
授
か
ら
資
料
室
に
対
し
、
同
大
学
で
「
戦
争
と
大
学
」
を
テ
ー
マ
と
す

る
展
示
会
を
開
催
す
る
の
で
、
そ
こ
で
展
示
で
き
る
資
料
を
所
蔵
し
て
い
な
い
か
と
の
相
談
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
資
料

室
及
び
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
か
ら
資
料
を
貸
し
出
す
と
と
も
に
、
両
大
学
で
情
報
を
共
有
し
、
お
互
い
の
企
画
展
等
を
関
連
企
画

と
し
て
位
置
づ
け
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。
最
終
的
に
は
、愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
事
業「
愛
知
人
文
社
会
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」の「
愛

知
県
史
展
と
愛
知
文
化
遺
産
の
探
究
」
企
画
と
し
て
実
施
さ
れ
た
、
図
書
館
展
示
「
愛
知
県
史
展
　

戦
争
と
大
学

）
11
（

」
及
び
岩
井
忠
熊
氏

に
よ
る
公
開
講
演
会
「
戦
争
と
大
学

）
12
（

」
に
、資
料
室
及
び
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
が
協
力
団
体
と
し
て
名
を
連
ね
た
。
資
料
室
に
と
っ

て
、
企
画
展
を
他
大
学
と
の
連
携
の
下
に
実
施
し
た
こ
と
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。

（
二
）
準
備
作
業
の
概
略

　

展
示
の
構
成
、
そ
の
他
実
務
的
な
準
備
作
業
は
、
蒲
生
英
博
特
任
専
門
員
を
は
じ
め
と
す
る
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
の
全
面
的
な

協
力
を
得
つ
つ
、
筆
者
（
堀
田
）
が
担
当
し
た
。

　

会
場
は
、「
戦
争
と
大
学
」
二
〇
一
四
と
同
じ
中
央
図
書
館
二
階
の
ビ
ブ
リ
オ
サ
ロ
ン
と
し
た
。
中
央
図
書
館
の
入
館
ゲ
ー
ト
手
前

と
い
う
、
多
く
の
人
々
が
通
る
場
所
に
あ
る
こ
と
は
魅
力
で
あ
る
し
、
現
実
的
に
言
っ
て
も
、
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
ま
で
日
が
そ

れ
ほ
ど
な
く
て
も
予
約
が
で
き
る
、
あ
る
程
度
広
い
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
と
、
他
に
あ
ま
り
選
択
肢
が
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。

ビ
ブ
リ
オ
サ
ロ
ン
の
設
備
の
概
略
に
つ
い
て
は
、「
戦
争
と
大
学
」
二
〇
一
四
の
展
示
記
録

）
13
（

に
譲
る
が
、
そ
の
時
か
ら
特
に
変
更
点
は

な
い
。

　

準
備
作
業
は
、
筆
者
が
日
常
業
務
に
追
わ
れ
て
い
た
の
と
、
二
〇
一
六
年
五
月
に
退
職
し
た
週
三
〇
時
間
勤
務
の
事
務
補
佐
員
の
後

任
が
諸
事
情
に
よ
り
な
か
な
か
決
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
戦
争
と
大
学
」
二
〇
一
四
と
同
様
に
ご
く
短
期
間
で
行
わ
ざ
る



84

を
得
な
か
っ
た
。
実
作
業
に
入
っ
た
の
は
、
一
〇
月
一
五
日
の
第
一
二
回
名
古
屋
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
で
の
展
示

）
14
（

が
終
わ
っ
た

後
で
あ
っ
た
。

　

筆
者
が
展
示
構
成
案
を
室
会
議
に
提
示
し
た
の
は
、
本
企
画
展
開
始
の
約
一
〇
日
前
で
あ
っ
て
、
室
内
で
議
論
や
検
討
を
す
る
時
間

が
十
分
に
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
反
省
さ
れ
る
。
結
局
、
資
料
室
か
ら
補
充
し
た
展
示
品
は
、
以
前
か
ら
の
所
蔵
資
料
か
ら
選
ば

ざ
る
を
得
ず
、
展
示
パ
ネ
ル
も
か
つ
て
作
成
し
た
も
の
が
中
心
に
な
っ
た
。

　

展
示
物
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
（
説
明
文
）
は
、
鶴
舞
の
ミ
ニ
企
画
展
の
も
の
を
基
礎
に
、
こ
れ
を
適
宜
修
正
し
て
作
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
作
業
を
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
形
式
は
、
東
山
で
の
展
示
独
自
の
も
の
に
統
一
し
た

）
15
（

。

　

「
戦
争
と
大
学
」
二
〇
一
四
で
は
、
今
回
と
同
じ
よ
う
に
準
備
期
間
は
短
か
っ
た
も
の
の
、
東
山
で
の
展
示
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

N
H
K
の
取
材
や
、
準
備
作
業
中
に
お
け
る
学
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
で
入
手
で
き
た
話
題
性
の
あ
る
新
資
料
な
ど
、
一
般
の
関
心

を
喚
起
で
き
る
展
示
品
が
複
数
あ
っ
た
。
し
か
し
本
企
画
展
で
は
、
鶴
舞
の
ミ
ニ
企
画
展
は
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
も
の
の
（
本
展
示
記

録
第
一
章
を
参
照
）、
東
山
の
展
示
に
は
そ
う
い
う
動
き
は
な
く
、
や
は
り
準
備
期
間
の
短
さ
の
限
界
を
感
じ
た
。
宣
伝
も
、
ポ
ス
タ
ー

は
大
学
文
書
資
料
室
の
コ
ピ
ー
機
で
印
刷
す
る
も
の
に
と
ど
ま
り
、
学
内
・
学
外
へ
の
配
布
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

　

展
示
の
設
営
作
業
は
一
一
月
二
一
日
（
月
）
か
ら
、
筆
者
を
は
じ
め
と
す
る
資
料
室
の
ス
タ
ッ
フ
が
中
央
図
書
館
の
協
力
を
得
な
が

ら
お
こ
な
っ
た
。

（
三
）
展
示
内
容
と
そ
の
特
徴

　

展
示
し
た
資
料
・
パ
ネ
ル
の
リ
ス
ト
、
展
示
資
料
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
、
展
示
構
成
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
掲
の
展
示
物
一
覧
、
会
場

見
取
図
（
イ
メ
ー
ジ
）、
写
真
、
パ
ネ
ル
画
面
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
展
示
パ
ネ
ル
は
、
資
料
室
の
過
去
の
企
画
展
で
使
用
し
た
も
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の
や
名
古
屋
大
学
の
広
報
誌
に
掲
載
し
た
も
の
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き
る
場
合
は
、
画
面
の
掲
載
を
割
愛
し
た
（
閲
覧

方
法
は
展
示
物
一
覧
に
掲
載
し
た
）。

　

鶴
舞
の
ミ
ニ
企
画
展
で
は
、
ス
ペ
ー
ス
は
狭
い
も
の
の
、
相
当
な
点
数
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
内
容
的
に
は
、
企
画
展
の
副
題
で
あ

る
「
軍
医
」
と
「
銃
後
」
関
係
の
資
料
の
ほ
か
、
こ
れ
も
「
銃
後
」
の
範
囲
と
も
い
え
る
が
、
戦
時
下
の
科
学
技
術
動
員
関
係
の
資
料

も
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
展
示
物
を
再
構
成
す
る
に
あ
た
っ
て
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
名
古
屋
大
学
の
歴
史
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。「
戦
争
と
大
学
」

二
〇
一
四
は
、
副
題
に
「
官
立
名
古
屋
医
科
大
学
・
名
古
屋
帝
国
大
学
」
と
あ
る
よ
う
に
、
展
示
品
は
原
則
と
し
て
名
古
屋
大
学
の
歴

史
に
直
接
関
わ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
企
画
展
に
は
そ
の
限
定
は
な
く
、「
大
学
」
と
は
大
学
一
般
を
範

囲
と
し
て
い
る
。
ま
た
鶴
舞
の
ミ
ニ
企
画
展
で
は
、「
銃
後
」
に
関
連
す
る
も
の
の
、大
学
と
は
関
わ
り
の
う
す
い
展
示
物
も
見
ら
れ
た
。

　

附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
（
医
学
部
史
料
室
）
は
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
み
な
ら
ず
医
学
史
一
般
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
の
機

能
を
持
っ
て
い
る
か
ら
（
注
（
3
）
参
照
）、
そ
の
よ
う
な
展
示
内
容
で
も
全
く
問
題
は
な
い
。
し
か
し
資
料
室
は
、
そ
の
機
能
を
名

古
屋
大
学
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
特
化
さ
せ
て
お
り

）
16
（

、
開
催
す
る
企
画
展
は
、
名
古
屋
大
学
の
歴
史
（
名
古
屋
大
学
の
教
職
員
・
学
生
・

卒
業
生
の
活
動
を
含
む
）
に
即
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
今
回
の
東
山
の
展
示
で
は
、
名
古
屋
大
学
に
関
わ

る
内
容
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
筆
者
が
利
用
し
た
の
が
、
資
料
室
が
所
蔵
す
る
二
つ
の
資
料
群
で
あ
っ
た
。

　

一
つ
は
、
長
谷
川
重
一
資
料
で
あ
る
。
長
谷
川
重
一
（
は
せ
が
わ
・
し
げ
か
ず
、
一
八
九
六
―
一
九
九
九
）
は
、
一
九
二
二
（
大
正

一
一
）
年
に
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
（
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
前
身
）
を
卒
業
し
て
軍
医
と
な
り
、
の
ち
に
は
陸
軍
軍
医
中
佐
ま
で

昇
進
し
た
。
ま
た
軍
医
を
務
め
な
が
ら
勝
沼
精
蔵
の
研
究
室
で
勉
強
し
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
に
は
名
古
屋
帝
国
大
学
か
ら
医
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学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
敗
戦
を
北
満
州
の
陸
軍
病
院
の
院
長
と
し
て
迎
え
た
長
谷
川
は
、
ソ
連
軍
に
連
行
さ
れ
て
シ
ベ
リ
ア

で
の
抑
留
生
活
を
送
り
、
一
九
四
九
年
に
帰
国
を
果
た
し
た
。
そ
の
後
、
一
〇
〇
歳
ま
で
現
役
の
医
師
と
し
て
、
名
古
屋
市
の
地
域
医

療
の
発
展
に
尽
し
た
。
こ
の
長
谷
川
の
約
八
〇
点
の
個
人
資
料
が
、
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
に
ご
遺
族
か
ら
資
料
室
へ
寄
贈
さ
れ

た
。
数
は
多
く
な
い
が
、
そ
の
多
く
が
戦
前
の
軍
医
関
係
の
資
料
で
あ
る
。
こ
の
長
谷
川
重
一
資
料
は
、
目
録
情
報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
資

料
検
索
シ
ス
テ
ム
（
資
料
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
し
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
と
し
て
一
般
公
開
し
て
い
る

）
17
（

。

　

も
う
一
つ
は
、
森
岡
家
文
書
で
あ
る
。
一
〇
〇
余
り
か
ら
成
る
資
料
群
で
、
二
〇
一
二
年
度
に
資
料
室
が
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
。

こ
の
資
料
群
は
未
整
理
で
一
般
公
開
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
中
に
、
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
に
愛
知
医
学
校
（
名
古
屋
大

学
医
学
部
の
前
身
）
を
卒
業
し
て
軍
医
に
な
っ
た
森
岡
松
太
郎
と
い
う
人
物
の
関
係
資
料
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

こ
の
二
つ
の
資
料
群
の
中
か
ら
選
ん
だ
資
料
を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
企
画
展
の
名
古
屋
大
学
と
の
関
わ
り
を
よ
り
強
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
鶴
舞
の
ミ
ニ
企
画
展
で
『
佳じ

ゃ

む

す

木
斯
医
科
大
学
新
聞
』
が
展
示
さ
れ
た
が
、
長
谷
川
重
一
が
敗
戦
時
に
院
長
を

務
め
て
い
た
陸
軍
病
院
も
佳
木
斯
に
あ
っ
た
と
い
う
、
思
わ
ぬ
つ
な
が
り
も
見
つ
か
っ
た
。

　

ま
た
、
名
古
屋
大
学
と
軍
医
の
関
わ
り
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
戦
時
下
の
軍
医
速
成
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
名
古
屋
帝
国
大
学
（
臨

時
）
附
属
医
学
専
門
部
（
以
下
、本
章
で
は
「
医
学
専
門
部
」
と
略
記
す
る
）
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
鶴
舞
の
ミ
ニ
企
画
展
に
も
、

医
学
専
門
部
に
入
学
し
た
生
徒
の
顔
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
よ
り
生
か
し
、
本
企
画
展
の
名
古
屋
大
学
の
歴
史
と
の
関

連
性
を
強
調
す
る
た
め
に
も
、
医
学
専
門
部
を
紹
介
す
る
展
示
パ
ネ
ル
を
新
規
に
作
成
し
た

）
18
（

。

　

こ
の
結
果
、
軍
医
関
係
の
展
示
資
料
が
大
変
多
く
な
っ
た
。
こ
れ
ら
を
一
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
ま
と
め
る
と
、
そ
こ
だ
け
が
他
の
コ
ー

ナ
ー
に
比
べ
て
突
出
し
て
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
、
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
と
考
え
た
。
そ
こ
で
軍
医
関
係
資
料
を
、「
近
代
日
本
の
軍
医

と
そ
の
養
成
」
と
「
戦
場
と
軍
医
」
と
い
う
二
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
け
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
「
戦
時
下
の
大
学
と
科
学
」、「
銃
後
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の
諸
相
と
結
末
」
を
加
え
、
四
コ
ー
ナ
ー
構
成
と
な
っ
た
。「
戦
争
と
大
学
」
二
〇
一
四
と
異
な
り
、
各
コ
ー
ナ
ー
に
あ
え
て
数
字
は

付
け
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
コ
ー
ナ
ー
内
の
順
路
は
考
え
て
構
成
し
た
が
、
本
企
画
展
の
場
合
、
コ
ー
ナ
ー
ご
と
に
つ
い
て
は
、
ど
の

順
番
で
観
覧
し
て
も
問
題
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

鶴
舞
の
ミ
ニ
企
画
展
で
展
示
さ
れ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
東
山
で
も
展
示
す
る
方
針
を
と
っ
た
。
た
だ
し
、
数
は
ご
く

少
な
い
が
、
四
つ
の
コ
ー
ナ
ー
の
い
ず
れ
に
も
分
類
す
る
こ
と
が
難
し
い
資
料
に
つ
い
て
は
、
東
山
で
は
展
示
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、

鶴
舞
の
ミ
ニ
企
画
展
で
は
展
示
さ
れ
な
か
っ
た
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
の
所
蔵
資
料
を
、
東
山
で
の
展
示
に
あ
た
っ
て
何
点
か
追
加

し
た
。
こ
れ
は
、
鶴
舞
の
ミ
ニ
企
画
展
で
は
「
銃
後
の
諸
相
と
結
末
」
に
分
類
で
き
る
資
料
が
や
や
少
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
企
画
展
の
展
示
物
で
、「
戦
争
と
大
学
」
二
〇
一
四
で
も
展
示
し
た
資
料
は
、
パ
ネ
ル
二
枚
、
展
示
資
料
二
点
の
み
で
あ
る
。

　

「
近
代
日
本
と
軍
医
と
そ
の
養
成
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
帝
国
大
学
等
を
卒
業
し
て
近
代
日
本
の
軍
医
制
度
の
中
心
を
担
っ
た
人
物
た

ち
の
著
作
物
や
、
医
科
大
学
等
を
卒
業
し
た
者
が
軍
医
士
官
に
な
る
た
め
に
学
ぶ
陸
海
軍
の
軍
医
学
校
に
関
す
る
資
料
、
そ
し
て
名
古

屋
帝
国
大
学
（
臨
時
）
附
属
医
学
専
門
部
に
関
す
る
資
料
等
を
展
示
し
、
大
学
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
近
代
日
本
の
軍
医
制
度
の
概

要
を
示
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
展
示
品
の
ほ
と
ん
ど
が
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
の
所
蔵
資
料
で
、
そ
れ
を
大
学
文
書
資
料
室

作
成
の
パ
ネ
ル
で
補
う
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

「
戦
場
と
軍
医
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
戦
場
で
活
動
す
る
軍
医
の
状
況
を
示
す
資
料
を
中
心
に
展
示
し
た
。
こ
こ
で
は
、
前
述
の
長
谷

川
重
一
資
料
と
森
岡
家
文
書
か
ら
選
ん
だ
資
料
が
三
分
の
二
以
上
を
占
め
て
い
る
。
本
企
画
展
は
、
全
体
的
に
展
示
資
料
に
図
書
や
冊

子
の
類
が
多
く
、
単
調
な
印
象
が
否
め
な
い
部
分
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
の
資
料
を
含
め
て
物
品
、

葉
書
、
証
書
と
い
っ
た
も
の
が
多
く
、
視
覚
的
に
は
最
も
充
実
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
コ
ー
ナ
ー
を
会
場
の
中
央
に
配
置
し
、
大
型

の
展
示
ケ
ー
ス
を
三
つ
並
べ
て
、
そ
れ
を
観
覧
者
が
周
回
す
る
よ
う
な
順
路
を
設
定
し
た
。
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「
戦
時
下
の
大
学
と
科
学
」
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
れ
も
「
銃
後
」
の
一
つ
の
側
面
と
言
え
る
が
、
大
学
に
直
接
関
わ
る
資
料
を
こ
こ
に

集
め
た
。「
戦
争
と
大
学
」
二
〇
一
四
で
も
、
戦
争
と
科
学
の
問
題
は
大
き
く
取
り
上
げ
た
が
、
範
囲
を
名
古
屋
大
学
以
外
に
広
げ
て

も
外
す
こ
と
の
で
き
な
い
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
、
パ
ネ
ル
以
外
の
展
示
物
は
全
て
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
の
所
蔵
資
料
で
あ

る
。

　

「
銃
後
の
諸
相
と
結
末
」
コ
ー
ナ
ー
は
、
空
襲
へ
の
対
応
や
被
害
、
航
空
機
を
中
心
と
す
る
軍
需
工
場
と
そ
こ
へ
の
国
民
の
動
員
、

な
ど
「
銃
後
」
の
様
々
な
あ
り
方
を
示
す
資
料
を
集
め
た
。「
戦
争
と
大
学
」
と
い
う
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
即
し
た
内
容
で
は
な
い
が
、「
銃

後
」
を
大
学
か
ら
の
視
点
の
み
で
描
く
の
は
難
し
い
の
で
、
こ
う
し
た
コ
ー
ナ
ー
も
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
こ
も
、
全
て
附
属
図
書
館
医

学
部
分
館
の
所
蔵
資
料
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

展
示
物
一
覧
の
最
後
の
「
関
連
事
項
年
表
」（
本
展
示
記
録
に
も
年
表
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
）
は
、
そ
の
元
と
な
っ
た
の
は
鶴
舞

の
ミ
ニ
企
画
展
で
展
示
さ
れ
て
い
た
年
表
で
あ
る
。
本
企
画
展
は
、「
戦
争
と
大
学
」
二
〇
一
四
に
比
べ
て
、
展
示
物
の
年
代
範
囲
が

か
な
り
広
い
の
で
、
展
示
資
料
の
年
代
分
布
を
記
し
た
年
表
を
作
成
す
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
東
山
で
は
こ
れ
を
拡
大
し
て
パ
ネ

ル
化
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
拡
大
す
る
と
、
東
山
で
展
示
す
る
に
あ
た
っ
て
新
し
く
追
加
し
た
展
示
資
料
を
書
き
加
え
る
必
要
も

あ
っ
て
、
パ
ネ
ル
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
し
ま
う
の
で
、
掲
載
事
項
を
か
な
り
し
ぼ
り
こ
ん
だ
。

む
す
び
に
か
え
て

　

企
画
展
「
戦
争
と
大
学
　

ふ
た
た
び
―
軍
医
と
銃
後
―
」
に
対
す
る
報
道
機
関
の
反
応
は
、
総
じ
て
い
え
ば
二
〇
一
四
年
の
企
画
展
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「
戦
争
と
大
学
」
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
鶴
舞
で
の
企
画
展
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
一
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
新
聞
等
に
い

く
つ
か
の
記
事
が
載
っ
た
が
、
東
山
の
企
画
展
に
つ
い
て
は
報
道
機
関
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
企
画
展
の
観
覧
者
数

は
、
鶴
舞
の
方
は
不
明
だ
が
、
東
山
の
方
は
四
〇
六
名
と
、
会
期
の
長
さ
は
同
じ
一
ヵ
月
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
一
四
年
の
半
分
に

満
た
な
か
っ
た
。

　

前
回
の
二
〇
一
四
年
は
、
戦
後
七
〇
周
年
の
前
年
で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
や
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
対
す
る
報
道
機
関
の
関
心

が
と
り
わ
け
高
か
っ
た
。
今
回
は
戦
後
七
〇
周
年
の
翌
年
で
あ
り
、
あ
る
意
味
や
む
を
得
な
い
部
分
は
あ
る
。
た
だ
、
東
山
で
の
展
示

に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
二
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
展
示
構
成
を
確
定
し
た
時
期
が
か
な
り
遅
か
っ
た
た
め
、
学
外
へ
の
事
前
の
宣
伝
が

ほ
と
ん
ど
で
き
ず
、
そ
の
点
は
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
今
回
の
企
画
展
が
、
軍
医
と
い
う
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
テ
ー
マ
を
通
じ
て
、
本
学
の
歴
史
と
関
わ

ら
せ
る
形
で
、
し
か
も
他
大
学
と
の
連
携
の
下
に
、
学
内
・
学
外
の
人
々
に
戦
争
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
し
た
こ
と
の
意
義
は

大
き
い
。
ま
た
、
特
別
講
演
会
を
き
っ
か
け
に
、
関
係
者
の
貴
重
な
聴
き
取
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
、
大
き
な
成
果
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
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朝日新聞　2016 年（平成 28 年）8 月 16 日　朝刊
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中日ショッパー　2016 年 6 月 16 日　vol.756

鶴舞での企画展の様子
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－軍軍医と銃後－  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１６  １１１．２５ ＦＦＲＩ –– １１２．２６ ＭＭＯＮ 

 
 

名古屋大学中央図図書館 ２階 ビブリオサロン  
（東山キャンパス、地下鉄「「名古屋大学駅」下車、中央図書館入館ゲート手前） 

 

近代の日本が戦争を遂行するにあたり、戦場で活動する軍医は不可欠な存在でした。とくに

11937年に日中戦争が始まると、軍ななどから大量かつ急速な育成が求められれるようになります。同

時に、国国内で戦争を支える「銃後」の体制づくりが叫ばれました。本学を含む大学はは、これららに

どどのように関わったのでしょうか。附属図書館医学部分館と大学文書資料室の所蔵史料の中から、

軍軍医と銃後に関わる当当時の図書・写真・医療器具等によって展示します。なお本企画展は、今年

６～９月に附属図書館医学部分館で開催された同テーマのミニ展示を増補したものです。    

 

【ごご連絡先】大大学文書資料室（東山）☎052--789--2046  ／附属図書館医学部分館（鶴舞）☎☎052-7744-22505   

 

【関連企画】愛知県立大学日本文化学部企画「戦争と大学  ―愛知県史展―」  

（22016年112月115日～22017年11月331日、於愛知県立大学長久手キャンパス図書館）  

 

企画展  

 

主催催 ： 名名古屋大学  附属図書館医学部分館  ／  大学文書資料室  

９：００－－２１：００  
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　近代日本が戦争を遂行するにあたり、
戦場で活動する軍医は不可欠な存在でし
た。とくに1937年に日中戦争が始まる
と、軍などから大量かつ急速な育成が求
められるようになります。同時に、国内
で戦争をささえる「銃後」の体制づくり
が叫ばれました。
　本学を含む大学は、これにどのように
関わったのでしょうか。附属図書館医学
部分館と大学文書資料室の所蔵史料の中
から、軍医と銃後に関わる当時の図書・
写真・医療器具等によって展示します。
　なお本企画展は、今年６～９月に附属
図書館医学部分館で開催された同テーマ
のミニ企画展を増補したものです。

附属図書館医学部分館長　濵嶋 信之
大学文書資料室長　竹下 典行

企画展

ふたた
び
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企画展全景 1

企画展全景 3

企画展全景 2



展
示
ケ
ー
ス
（
小
）
①

展
示
ケ
ー
ス
（
小
）
②

展
示
ケ
ー
ス
（
小
）
③

展
示
ケ
ー
ス
（
小
）
④

展
示
ケ
ー
ス
・
パ
ネ
ル
等
全
景
写
真
（
東
山
）

109



展
示
ケ
ー
ス
（
小
）
⑤

展
示
ケ
ー
ス
（
小
）
⑥

展
示
ケ
ー
ス
（
小
）
⑦

展
示
ケ
ー
ス
（
小
）
⑧

110



展
示
ケ
ー
ス
（
小
）
⑨

展
示
ケ
ー
ス
（
大
）
①

展
示
ケ
ー
ス
（
大
）
②

展
示
ケ
ー
ス
（
大
）
③

111



展
示
ケ
ー
ス
（
大
）
①
～
③

展
示
ケ
ー
ス
（
大
）
④
ａ

展
示
ケ
ー
ス
（
大
）
④
ｂ

展
示
台
①
ａ

112



展
示
台
①
ｂ

展
示
台
②

展
示
台
②
ａ

展
示
台
②
ｂ

113



パ
ネ
ル
Ａ

パ
ネ
ル
Ｂ
１
～
4

展
示
台
①
／
パ
ネ
ル
Ｃ
１
～
２

展
示
ケ
ー
ス
（
小
）
⑦
～
⑨
／
パ
ネ
ル
Ｅ

114
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企
画
展
「
戦
争
と
大
学
　
ふ
た
た
び
　
―
軍
医
と
銃
後
―
」（

東
山
）
展
示
物
一
覧

展
示
品
番
号

資
料
名

説
明
文
（
※
備
考
）

近
代
日
本
の
軍
医
と
そ
の
養
成

ケ
ー
ス
小
①

― 1
池

田
謙

斎
著

／
藤

田
嗣

章
訳

『
子

宮
病

論
』　

1878（
明
治

11）
年

池
田
謙
斎
（

1841― 1918）
は
、ベ

ル
リ
ン
大
学
医
学
部
に
学
び
、帰

国
後
、

陸
軍
軍
医
監
（
少
将
相
当
）
な
ど
を
務
め
、
東
京
大
学
医
学
部
初
代
綜
理

（
学

部
長

）
と

な
り

ま
し

た
。

藤
田

嗣
章
（

1854― 1941）
は
、

大
学

東
校
（
東
大
医
学
部
の
前
身
）
で
学
び
、陸

軍
軍
医
補
、台

湾
陸
軍
軍
医
部
長
、

朝
鮮
総
督
府
医
院
長
な
ど
を
経
て
、 1912（

大
正
元
）
年
に
軍
医
総
監
（
中

将
相
当
）
と
な
り
ま
し
た
。
画
家
藤
田
嗣
治
（

1886― 1968）
の
父
で
す
。

本
書

は
、『

医
事

新
聞

』
第

4
号
（

1878
年

8
月

29
日

）
か

ら
の

抜
き

書
き
で
す
。

ケ
ー
ス
小
①

― 2
エ

ス
マ

ル
ク

著
／

片
山

国
嘉

訳
／

石
黒

忠
悳

補
訂
『
軍
陣
外
科
手
術
』　

1881（
明
治

14）
年

エ
ス
マ
ル
ク
（
エ
ス
マ
ル
ヒ

 Friedrich von E
sm

arch 1823― 1908）
は
、

ド
イ

ツ
の

キ
ー

ル
大

学
外

科
部

長
で
、

ド
イ

ツ
陸

軍
軍

医
監

で
す
。

片
山

国
嘉
（

1855― 1931）
は
、

1879（
明

治
12）

年
に

東
京

大
学

医
学

部
を

卒
業

し
、

ド
イ

ツ
留

学
後
、

1888
年

に
帝

国
大

学
医

科
大

学
教

授
と

な
り
、

裁
判

医
学

講
座

（
後

に
法

医
学

講
座

）
を

開
講

し
、

法
医

学
と

い
う

言
葉

を
初

め
て

使
い

ま
し

た
。

軍
陣

外
科

手
術

と
は
、

軍
隊

を
対

象
と
し
た
外
科
手
術
で
、本

書
は
、繃

帯
（
ほ
う
た
い
）
篇
と
手
術
篇
（
格

魯
魯

保
児

母
(
ク

ロ
ロ

フ
ォ

ル
ム

)
麻

酔
法

、
止

血
法
、

輸
血
、

四
肢

の
切
離
、
関
節
の
切
除
な
ど
）
の

2
篇
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ス
小
①

― 3
石

黒
大

介
『

戰
時

衛
生

勤
務

研
究

録
』　

1930
（
昭
和

5）
年

石
黒

大
介

は
、

1936（
昭

和
11）

年
8
月

に
軍

医
の

最
高

位
で

あ
る

軍
医

総
監

と
な

り
、

関
東

軍
軍

医
部

長
を

務
め

ま
し

た
。

本
書

は
、

戦
地

の
衛

生
勤

務
に

つ
い

て
の

解
説

書
で
、

戦
傷

病
の

史
的

考
察
、

行
軍

に
関

す
る

衛
生

勤
務
、

衛
生

隊
、

野
戦

病
院
、

軍
兵

站
衛

生
勤

務
、

国
際

法
規

な
ど

と
、

戦
時

出
征

軍
衛

生
基

幹
業

務
系

統
、

傷
病

者
後

送
概

況
、

野
戦

病
院

開
設

要
図

な
ど

の
附

図
か

ら
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

野
戦

病
院

で
は
、

発
著

部
に

よ
り

傷
者

の
心

理
に

配
慮

し
、

甲
（

直
ち

に
手

術
室

に
送

る
べ

き
も

の
）、

乙
（

重
症

で
あ

る
が

直
ち

に
処

置
を

必
要

と
し

な
い
も
の
）、

丙
（
そ
の
他
の
傷
者
）、

丁
（
平
病
）
と
患
者
を
選
定
し
て
、

ま
ず
病
室
に
収
容
す
る
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
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ケ
ー
ス
小
②

― 1
石
黒
忠
悳
序
文
／
森

 林
太
郎
（
森
鴎
外
）
撰
『
陸

軍
衛
生
教
程
』　

1889（
明
治

22）
年

石
黒

忠
悳

（
1845― 1941）

は
、

1869
年

に
大

学
東

校
（

東
大

医
学

部
の

前
身

）
に

勤
務

し
、

71
年

に
兵

部
省

の
軍

医
と

な
り

ま
し

た
。

77
年

の
西

南
戦

争
で

は
大

阪
臨

時
陸

軍
病

院
長

を
務

め
、

愛
知

県
公

立
病

院
に

勤
務

し
て

い
た

後
藤

新
平
（

1857― 1929）
の

申
し

出
に

よ
り
、

外
科

治
療

を
指

導
し
、

内
務

省
衛

生
局

入
り

を
勧

め
ま

し
た

。
当

時
陸

軍
軍

医
学

校
長

の
石

黒
が

書
い

た
こ

の
序

文
で

は
、

従
来

の
衛

生
書

は
原

書
を

翻
訳

し
編

集
し

た
も

の
だ

が
、

ド
イ

ツ
で

衛
生

学
と

軍
陣

衛
生

学
を

学
ん

だ
森

 林
太

郎
（

鴎
外
、

当
時

陸
軍

一
等

軍
医

）
に

よ
る

本
書

は
、

真
の
著
作
物
で
あ
り
本
校
で
刊
行
し
た
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ス
小
②

― 2
森

 林
太

郎
（

鴎
外

）
講

述
『

衛
生

学
大

意
』　

1907（
明
治

40）
年

森
 林

太
郎
（

森
鴎

外
、

1862― 1922）
は
、

津
和

野
藩
（

現
島

根
県

津
和

野
町

）
の

代
々

の
御

典
医

の
家

に
生

ま
れ
、

10
歳

で
上

京
、

1881
年

に
東

京
大

学
医

学
部

を
卒

業
後

、
陸

軍
省

に
入

り
軍

医
と

な
り

ま
し

た
。

ド
イ

ツ
留

学
後
、

陸
軍

軍
医

学
舎

教
官

と
な

り
、

日
清
・

日
露

戦
争

に
出

征
、

1907
年

に
は

陸
軍

軍
医

と
し

て
最

高
の

階
級

で
あ

る
陸

軍
軍

医
総

監
に

昇
進

、
陸

軍
省

医
務

局
長

と
な

り
ま

し
た
。

公
務

の
か

た
わ

ら
、

1890
年

に
『

舞
姫

』
を

発
表

し
、

創
作
、

翻
訳

な
ど

の
多

彩
な

文
学

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
本
書
は
、
森
の
講
話
を
筆
録
し
た
も
の
で
、
土
地
、

下
水
、

埋
葬
、

上
水
、

都
会
、

家
屋
、

空
気
、

気
象
、

衣
服
、

栄
養

の
10

章
に
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ス
小
②

― 3
森

 林
太
郎
（
森
鴎
外
）・
小
池
正
直
『
衛
生
新
篇
』　

1897（
明
治

30）
年

小
池

正
直
（

1854― 1914）
は
、

出
羽

国
鶴

岡
（

現
山

形
県

鶴
岡

市
）

出
身

で
す

。
祖

父
は

鶴
岡

で
初

め
て

種
痘

を
行

い
、

藩
医

と
な

り
ま

し
た
。

1881
年

に
東

京
大

学
医

学
部

を
卒

業
後

、
1888

年
～

1889
年

の
ド

イ
ツ

留
学

な
ど

を
経

て
、

1905
年
、

陸
軍

軍
医

総
監

と
な

り
ま

し
た
。

森
と
小
池
は
、
と
も
に
ド
イ
ツ
で
衛
生
学
を
学
ん
で
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
Ａ

ち
ょ
っ
と
名
大
史

169　
院
校
払
い
下
げ
騒
擾

※
「

ち
ょ

っ
と

名
大

史
169」（『

名
大

ト
ピ

ッ
ク

ス
』

第
276

号
掲

載
）

を
パ
ネ
ル
化
（
森
鴎
外
と
名
大
前
身
校
と
の
関
わ
り
を
紹
介
）。

内
容
は
、

大
学
文
書
資
料
室
Ｈ
Ｐ
を
参
照
。
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ケ
ー
ス
小
③

― 1
小

池
正

直
述

／
森

岡
松

太
郎

記
「

軍
陣

衛
生

」　
1886（

明
治

19）
～

1888
年
頃
か

当
時
、

陸
軍

軍
医

学
舎

の
教

官
で

あ
っ

た
小

池
正

直
の

講
義

内
容

を
ま

と
め

た
も

の
と

思
わ

れ
ま

す
。

1886
年

か
ら

1888
年

に
か

け
て

設
置

さ
れ

て
い

た
陸

軍
軍

医
学

舎
は
、

陸
軍

軍
医

学
校

の
前

身
で

す
。

森
岡

松
太
郎
は
、

1881
年

10
月
に
愛
知
医
学
校
（
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
前
身
）

を
卒
業
し
、
軍
医
に
な
っ
た
人
物
で
す
。

ケ
ー
ス
小
③

― 2
瀬
屑
英
一
『
戦
時
衛
星
要
務
：
軍
陣
外
科
ノ
部
』　

1941（
昭
和

16）
年

瀬
屑

英
一
（

1895― 1954）
は
、

1917（
大

正
6）

年
に

海
軍

軍
医

学
生

と
な

り
、

1921
年

6
月

に
東

京
帝

国
大

学
医

学
部

を
卒

業
し

ま
し

た
。

二
等

巡
洋

艦
大

井
、

一
等

駆
逐

艦
浦

風
の

乗
組

軍
医

な
ど

を
経

て
、

1936
年

に
海

軍
軍

医
学

校
教

官
と

な
り
、

1944
年

に
は

海
軍

軍
医

少
将

に
昇

進
し

ま
し

た
。

本
書

は
、

海
軍

軍
医

科
士

官
が
、

主
と

し
て

艦
船

に
お

け
る

戦
闘

時
に

と
る

べ
き

準
備
・

処
置

並
び

に
戦

闘
後

の
配

慮
等

に
つ

い
て
、

主
と

し
て

日
露

戦
争

や
第

一
次

世
界

大
戦

に
関

す
る

文
献

を
調

査
し

た
結

果
を

も
と

に
書

か
れ

て
い

ま
す
。

表
紙

に
は

秘
密

度
が

高
い
秘
と
あ
り
ま
す
。

ケ
ー
ス
小
③

― 3
陸

軍
軍

医
学

校
編
『

軍
隊

臨
時

検
査

法
教

程
』　

1944（
昭
和

19）
年

陸
軍

軍
医

学
校

は
、

旧
日

本
陸

軍
の

医
学

系
の

教
育

機
関

の
一

つ
で

す
。

医
科

大
学

や
医

学
専

門
学

校
を

卒
業

後
、

軍
医

見
習

士
官

を
経

て
、

陸
軍

軍
医

学
校

の
乙

種
学

生
（

原
則

1
年

）
と

な
り
、

入
校

と
同

時
に

大
卒

者
は

陸
軍

軍
医

中
尉

、
医

専
卒

者
は

陸
軍

軍
医

少
尉

と
な

り
ま

す
。

石
黒

忠
悳

、
森

 林
太

郎
（

鴎
外

）
ら

が
校

長
を

務
め

ま
し

た
。

本
書

は
、

陸
軍

軍
医

学
校

の
乙

種
学

生
に

対
す

る
軍

陣
内

科
学

実
習

教
育

に
お

い
て
、

な
る

べ
く

野
戦

で
実

施
可

能
な

病
理

検
査

法
を

選
定

し
、

軍
陣

内
科

学
教

室
の

教
官

が
分

担
執

筆
し

た
も

の
で

す
。

尿
、

糞
便
、

血
液
、

脳
脊
髄
液
、
腹
部
内
臓
機
能
、
自
律
神
経
機
能
、
ビ
タ
ミ
ン
の
各
検
査
と
、

結
核
に
関
す
る
諸
検
査
法
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ケ
ー
ス
小
④

― 1
満
洲
帝
国
軍
医
団
『
軍
医
団
雑
誌
』　

1935（
昭

和
10）

年
創
刊

満
州

帝
国

軍
医

団
は
、

1935
年

に
『

軍
医

団
雑

誌
』

を
創

刊
し

ま
し

た
。

創
刊

号
に

は
、

満
州

帝
国

皇
帝

の
愛

新
覚

羅
溥

儀
（

あ
い

し
ん

か
く

ら
・

ふ
ぎ

、
1906― 1967）、

軍
政

部
大

臣
の

張
景

恵
、

日
本

の
陸

軍
軍

医
団

長
の

小
泉

親
彦

ら
10

数
名

の
写

真
が

掲
載

さ
れ

て
い

ま
す
。

1942
年

の
第

46
号

に
は
、

関
東

軍
の

軍
医

中
佐

の
講

演
記

事
「

細
菌

戦
に

就
て

」
が

掲
載

さ
れ

て
い

ま
す
。

日
本

軍
の

細
菌

戦
で

は
、

ペ
ス

ト
菌
、

コ
レ

ラ
菌
、
チ
フ
ス
菌
、
炭
疽
（
た
ん
そ
）
菌
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「
眼

で
見

る
こ

と
が

出
来

ま
せ

ん
か

ら
し

て
、

或
程

度
人

に
気

附
か

れ
ず

し
て
、
思
い
切
っ
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」（

講
演
記
事
よ
り
）

ケ
ー
ス
小
④

― 2
『

海
ゆ

か
ば
：

海
軍

軍
医

学
校

戸
塚

一
期

戦
没

者
追
悼
録
』　

1976（
昭
和

51）
年

海
軍

軍
医

学
校

は
、

海
軍

軍
人

の
医

療
・

衛
生

を
担

当
す

る
軍

医
士

官
、

薬
剤

士
官

を
養

成
す

る
教

育
機

関
で
、

1889（
明

治
22）

年
に

創
設

さ
れ

ま
し

た
。

戸
塚

分
校

は
1944

年
に
、

新
任

軍
医

科
士

官
ら

の
増

員
に

応
え

る
た

め
開

校
し
、

同
年

7
月

に
全

国
の

医
科

系
大

学
を

卒
業

し
た

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
ら
が
入
学
し
ま
し
た
。
翌

1945
年

1
月
に
、

軍
医

科
約

850
名

を
は

じ
め

と
す

る
第

一
期

が
卒

業
し
、

実
戦

部
隊

に
配

置
さ

れ
ま

し
た

が
、

次
の

在
校

生
は

戦
争

の
終

結
に

伴
い

復
員

し
た

た
め
、
第
二
期
の
な
い
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

ケ
ー
ス
小
⑤

― 1
白

楊
会

編
『

満
州

国
陸

軍
軍

医
学

校
：

五
族

の
軍
医
団
』　

1980（
昭
和

55）
年

白
楊
会
は
、
満
州
国
陸
軍
軍
医
学
校
同
窓
会
で
す
。
五
族
と
は
、
日
本
人
、

漢
人
、

満
洲

人
、

朝
鮮

人
、

蒙
古

人
を

指
し
、

満
州

国
は
「

五
族

協
和

」
を

ス
ロ

ー
ガ

ン
と

し
ま

し
た

。
満

州
国

で
は

軍
医

の
採

用
は

困
難

を
き

わ
め
、

黒
竜

江
省

の
ハ

ル
ビ

ン
南

郊
の

王
兆

屯
に

あ
っ

た
軍

医
養

成
処

を
国

軍
に

編
入

し
、

1935
年

5
月

に
陸

軍
軍

医
学

校
と

改
称

し
ま

し
た
。

同
校

で
は
、

日
本

人
、

満
州

人
、

蒙
古

人
ら

が
4
年

間
、

起
居

動
作
、

寝
食
を
共
に
し
て
、医

学
と
軍
事
学
を
修
め
ま
し
た
。

1945
年

8
月

15
日
、

王
兆

屯
の

白
楊
（

や
ま

な
ら

し
の

異
名

）
の

杜
の

な
か

で
、

校
長

ら
は

第
11

期
～

13
期

軍
医

候
補

生
を

前
に
、

陸
軍

軍
医

学
校

の
解

散
を

宣
告
し
ま
し
た
。
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ケ
ー
ス
小
⑤

― 2
（
ケ
ー
ス
小
⑥
）

名
古

屋
帝

国
大

学
臨

時
附

属
医

学
専

門
部

『
入

学
生
徒
写
真
』　

1939（
昭
和

14）
～

1944
年

名
古

屋
帝

国
大

学
臨

時
附

属
医

学
専

門
部

（
1944

年
4
月

に
は
「

臨
時

」
を

削
除

）
に

は
、

1939
年

に
82

名
が

合
格
、

78
名

が
入

学
し

ま
す

が
、

1941
年

12
月

の
太

平
洋

戦
争

の
開

戦
に

よ
り
、

繰
り

上
げ

で
半

年
早

い
1942

年
9
月

に
卒

業
し
、

10
月

に
は

そ
れ

ぞ
れ

軍
務

に
就

き
ま

し
た
。

1946
年
度
に
は
、
新
入
生
の
募
集
を
停
止
し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
Ｂ

― 1
名
古
屋
大
学
沿
革
図

※
大

学
文

書
資

料
室

Ｈ
Ｐ

掲
載

の
沿

革
図

と
同

じ
内

容
。

本
展

示
記

録
に
は
掲
載
せ
ず
。

パ
ネ
ル
Ｂ

― 2
名

古
屋

帝
国

大
学

（
臨

時
）

附
属

医
学

専
門

部
（

1）
※
本
企
画
展
の
た
め
新
規
に
作
成
し
た
。

パ
ネ
ル
Ｂ

― 3
名

古
屋

帝
国

大
学

（
臨

時
）

附
属

医
学

専
門

部
（

2）
※
本
企
画
展
の
た
め
新
規
に
作
成
し
た
。

パ
ネ
ル
Ｂ

― 4
ち

ょ
っ

と
名

大
史

12　
医

学
部

附
属

病
院

分
院

（
東
新
町
時
代
）

※
「

ち
ょ

っ
と

名
大

史
12」（『

名
大

ト
ピ

ッ
ク

ス
』

第
119

号
掲

載
）

を
パ

ネ
ル

化
（

東
新

町
時

代
の

医
学

部
附

属
病

院
分

院
は
、

附
属

医
学

専
門

部
の

診
療

病
院

と
し

て
使

わ
れ

て
い

た
）。

内
容

は
大

学
文

書
資

料
室
Ｈ
Ｐ
を
参
照
。

戦
場
と
軍
医

ケ
ー
ス
大
①

― 1
「

陸
軍

医
官

徴
兵

検
査

手
続

」　
1884（

明
治

17）
年

1873
年

に
徴

兵
令

が
制

定
さ

れ
、

満
20

歳
に

達
し

た
男

子
は

徴
兵

検
査

を
受

け
、

そ
の

結
果

に
基

づ
い

て
徴

兵
が

行
わ

れ
ま

し
た
。

検
査

す
る

項
目

は
、

主
に

体
格
・

身
体

能
力

や
健

康
状

態
で

し
た
。

こ
の

時
期
、

徴
兵

検
査

に
あ

た
っ

た
の

が
、

検
査

医
官

と
し

て
の

軍
医

で
す
。

こ
の

冊
子
は
、
陸
軍
軍
医
で
、
京
都
府
の
検
査
を
担
当
し
た
森
岡
松
太
郎
（
名

古
屋

大
学

医
学

部
の

前
身

で
あ

る
愛

知
医

学
校

を
1881

年
に

卒
業

）
が

筆
写
し
た
も
の
で
す
。
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ケ
ー
ス
大
①

― 2
横

井
〔

信
之

〕
訳

述
／

森
岡

松
太

郎
筆

記
「

保
爾

帝
爾

氏
軍

医
袖

袗
必

携
　

巻
之

二
」　

年
代

不
明

表
紙

に
「

横
井

軍
医

長
訳

述
」

と
あ

り
、

横
井

信
之
（

1847― 1891）
の

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
横
井
は
、松

本
良
順
に
蘭
方
医
学
を
学
ん
だ
の
ち
、

陸
軍

軍
医

に
な

っ
た

人
物

で
す
。

名
古

屋
鎮

台
病

院
長

時
代

に
、

名
古

屋
大

学
医

学
部

の
前

身
に

あ
た

る
愛

知
県

公
立

病
院

・
公

立
医

学
校

の
院

長
兼

校
長

を
1
年

余
り

務
め

ま
し

た
。「

袖
袗

必
携

」、
つ

ま
り

肌
身

は
な

さ
ず

必
ず

持
っ

て
い

る
べ

き
、

と
い

う
こ

と
で
、

軍
医

が
戦

場
に

持
っ
て
行
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ケ
ー
ス
大
②

― 1
『

支
那

事
変

従
軍

記
章

之
証

』　
1940（

昭
和

15）
年

従
軍

記
章

は
、

戦
争

等
に

参
加

し
た

者
に

与
え

ら
れ

る
勲

章
の

一
種

で
、

こ
れ

は
そ

の
授

与
証

明
書

で
す
。

日
中

戦
争
（

支
那

事
変

）
に

陸
軍

軍
医

少
佐

と
し

て
従

軍
し

た
長

谷
川

重
一

は
、

1896（
明

治
29）

年
に

生
ま

れ
、

1922（
大

正
11）

年
に

愛
知

県
立

医
学

専
門

学
校
（

名
古

屋
大

学
医

学
部

の
前

身
）

を
卒

業
し

て
軍

医
に

な
り

ま
し

た
。

そ
の

後
も
、

勝
沼

精
蔵

の
下

で
学

び
、

1939
年

に
は

名
古

屋
帝

国
大

学
か

ら
医

学
博

士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ス
大
②

― 2
日

中
戦

争
恩

賜
の

包
帯

　
1937（

昭
和

12）
年

～
長

谷
川

重
一

陸
軍

軍
医

少
佐
（

愛
知

県
立

医
学

専
門

学
校

卒
業

生
）

が
、

日
中

戦
争

で
負

傷
し

た
際

に
下

賜
さ

れ
た

包
帯

で
す
。

封
に
「

宮
内

省
皇

后
宮

職
（

こ
う

ご
う

ぐ
う

し
き

）」
と

あ
る

こ
と

か
ら
、

現
在

の
天

皇
陛

下
の

母
で

あ
る

香
淳

皇
后
（

1903― 2000）
か

ら
贈

ら
れ

た
も

の
と

分
か
り
ま
す
。

ケ
ー
ス
大
③

― 1
『

満
州

派
遣

記
念

写
真

帖
　

歩
兵

第
二

十
五

連
隊
』　

1935（
昭
和

10）
年

歩
兵

第
二

十
五

連
隊

は
、

札
幌

市
に

司
令

部
を

置
い

た
第

七
師

団
の

部
隊
で
す
。
満
州
事
変
後
の

1934
年
に
満
州（

中
国
東
北
部
）へ

派
遣
さ
れ
、

長
谷

川
重

一
陸

軍
一

等
軍

医
（

愛
知

県
立

医
学

専
門

学
校

卒
業

生
）

も
従
軍
し
ま
し
た
。
開
い
た
ペ
ー
ジ
に
そ
の
姿
が
写
っ
て
い
ま
す
。
こ
の「

断
木

梁
」

は
満

州
帝

国
の

領
土

と
さ

れ
た

地
域

の
最

北
端

で
、

こ
の

時
に

中
国

軍
と

の
戦

闘
が

行
わ

れ
第

二
十

五
連

隊
に

も
戦

死
者

が
出

て
い

ま
す
。
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ケ
ー
ス
大
③

― 2
辞

令
　

任
陸

軍
軍

医
中

佐
　

1941（
昭

和
16）

年
旧

日
本

陸
軍

で
は
、

軍
医

が
属

す
る

衛
生

部
な

ど
の

将
校

は
将

校
相

当
官
と
呼
ば
れ
、
階
級
も
歩
兵
・
砲
兵
な
ど
の
兵
科
と
異
な
り
、
軍
医
総
監
・

一
等

軍
医

と
い

っ
た

固
有

の
名

称
を

使
っ

て
い

ま
し

た
。

そ
れ

が
1937

年
に
、衛

生
部
な
ど
も
兵
科
と
同
じ
階
級
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、

長
谷

川
重

一
（

愛
知

県
立

医
学

専
門

学
校

卒
業

生
）

も
陸

軍
軍

医
少

佐
に
任
じ
ら
れ
、
そ
の

4
年
後
に
は
中
佐
に
昇
進
し
ま
し
た
。

ケ
ー
ス
大
③

― 3
勲
三
等
瑞
宝
章
　

1942（
昭
和

17）
年

1942
年

2
月

14
日

付
で
、

長
谷

川
重

一
陸

軍
軍

医
中

佐
（

愛
知

県
立

医
学

専
門

学
校

卒
業

生
）

が
受

章
し

た
も

の
。

勲
三

等
瑞

宝
章

は
、

現
行

制
度
の
瑞
宝
中
綬
章
に
あ
た
り
ま
す
。

ケ
ー
ス
大
③

― 4
『〔

シ
ベ

リ
ア

抑
留

〕
俘

虜
用

郵
便

葉
書

』　
1945（

昭
和

20）
～

1949
年

1944
年
、
長
谷
川
重
一
陸
軍
軍
医
中
佐
は
、
満
州
北
部
の
佳
木
斯
（
じ
ゃ

む
す
）
第
一
陸
軍
病
院
に
病
院
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日

本
の

降
伏

に
伴

い
、

そ
の

前
に

満
州

に
侵

攻
し

て
来

て
い

た
ソ

連
軍

に
投

降
し
、

捕
虜
（

俘
虜

）
と

し
て

シ
ベ

リ
ア

に
抑

留
さ

れ
ま

し
た
。

こ
れ

ら
の

葉
書

は
、

抑
留

中
の

長
谷

川
が

日
本

の
家

族
に

送
っ

た
も

の
で

す
。

ケ
ー
ス
大
③

― 5
『〔

シ
ベ
リ
ア
抑
留
〕
引
揚
証
明
書
』　

1949（
昭

和
24）

年
シ

ベ
リ

ア
抑

留
中

、
長

谷
川

重
一

は
収

容
所

内
の

病
院

で
、

診
療

や
帰

国
す

る
抑

留
者

た
ち

の
健

康
診

断
な

ど
の

業
務

に
従

事
し

ま
し

た
。

一
人

だ
け

別
の

場
所

に
連

れ
て

行
か

れ
、

ソ
連

軍
の

取
り

調
べ

を
受

け
な

が
ら

監
視

付
の

生
活

を
送

っ
た

時
期

も
あ

っ
た

と
の

こ
と

で
す
。

長
谷

川
は
、

1949
年

8
月

に
日

本
へ

の
帰

還
を

果
た

し
、

名
古

屋
市

内
で

内
科

病
院

を
開

業
、

100
歳

ま
で

現
役

医
師

と
し

て
活

動
し
、

地
域

医
療

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
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ケ
ー
ス
大
②

― 3
藤

田
近

二
『

戦
場

絵
日

記
：

藤
田

軍
医

少
佐

遺
稿
』　

1939（
昭
和

14）
年

藤
田

近
二
（

1895― 1939）
は
、

1937
年

8
月

に
充

員
召

集
さ

れ
輸

送
指

揮
官

と
し

て
出

征
し
、

上
海
、

杭
州

な
ど

各
地

を
転

戦
し

ま
し

た
。

1939
年

2
月
、

江
西

省
北

部
の

兵
站

病
院

で
戦

病
死

し
、

同
日

付
で

軍
医
少
佐
の
階
級
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
絵
が
趣
味
で
、「

絵
日
記
大
尉
」「

彩
官

大
尉

」
と

し
て

新
聞

等
で

報
道

さ
れ

ま
し

た
。

戦
地

で
妻

の
病

死
を

1
か

月
後

に
知

り
、「

悲
壮

な
る

も
の

よ
…

し
か

し
自

分
は
、

現
在

戦
争

を
し

て
い

る
軍

人
だ
。

自
分

の
任

務
は

重
い
。

身
体

の
続

く
限

り
精

神
の

あ
り
た
け
を
尽
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
表
紙
に
は
「
憲

兵
司
令
部

 検
閲
済

 14.8.22」
の
検
閲
印
が
あ
り
ま
す
。

ケ
ー
ス
大
②

― 4
軍
医
携
帯
嚢
の
衛
生
材
料
　

1940
年
代
前
半

軍
医
で
あ
っ
た
大
村
明
（

1911― 1990?）
が
携
帯
し
て
い
た
衛
生
材
料
で

す
。
大
村
明
は
福
岡
県
出
身
で
、 1938

年
に
名
古
屋
医
科
大
学
を
卒
業
後
、

勝
沼

精
蔵

の
内

科
学

教
室

の
副

手
、

陸
軍

軍
医

候
補

生
と

な
り
、

の
ち

に
満

州
の

掖
河
（

え
き

が
）

陸
軍

病
院

に
勤

務
し

ま
し

た
。

軍
医

携
帯

嚢
（
袋
）
に
は
、野

外
で
救
急
処
置
を
施
す
の
に
必
要
な
衛
生
材
料
が
入
っ

て
い

ま
す

。
消

毒
用

ア
ル

コ
ー

ル
入

れ
、

ヨ
ー

ド
チ

ン
キ
・

ホ
ウ

酸
錠

・
ア

ヘ
ン

錠
（

麻
酔

）・
昇

汞
錠
（

し
ょ

う
こ

う
じ

ょ
う
、

消
毒

液
用

の
塩

化
水
銀
）
な
ど
の
薬
剤
、
滅
菌
ガ
ー
ゼ
包
、
耳
鏡
な
ど
で
す
。

ケ
ー
ス
大
②

― 5
記
名
布
　

1945（
昭
和

20）
年

1945（
昭

和
20）

年
8
月

9
日

に
始

ま
っ

た
ソ

連
の

満
州

へ
の

侵
攻

時
に
、

軍
医

で
あ

る
大

村
明

が
手

に
し

て
い

た
荷

物
の

記
名

布
で

す
。

大
村

は
復

員
後

の
1957

年
度
、

博
士

論
文
「

実
験

的
腫

瘍
に

対
す

る
H

yaluronidase
の

影
響

と
制

癌
剤

作
用

増
強

に
就

い
て

」
に

よ
り
、

名
古
屋
大
学
医
学
部
か
ら
医
学
博
士
（
旧
制
）
の
学
位
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ケ
ー
ス
大
①

― 3
L

P
レ
コ
ー
ド
盤

 『
望
郷
の
歌
：
掖
河
陸
軍
病
院
』　

1970（
昭
和

45）
年
以
降

陸
軍

病
院

は
、

陸
軍

が
部

隊
所

在
地

な
ど

に
設

け
た
、

傷
病

兵
の

治
療
・

看
護

の
た

め
の

病
院

で
す
。

掖
河

陸
軍

病
院

は
満

州
東

部
に

あ
り

ま
し

た
。

1945（
昭

和
20）

年
8
月

9
日

か
ら

始
ま

っ
た

ソ
連

軍
の

満
州

へ
の

侵
攻

後
、

ソ
連

軍
の

管
理

下
に

お
い

て
、

旧
掖

河
陸

軍
病

院
の

病
舎
・

兵
舎

を
使

っ
て
、

日
本

軍
の

軍
医
・

衛
生

兵
に

よ
っ

て
病

院
を

開
設

す
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
レ

コ
ー

ド
盤

に
よ

れ
ば
、「

掖
河

陸
軍

病
院

の
歌
」
は
戦
後
に
掖
河
陸
軍
病
院
で
作
詞
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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戦
時
下
の
大
学
と
科
学

ケ
ー
ス
大
④

― 1
名

古
屋

帝
国

大
学

医
学

部
ア

ル
バ

ム
　

1944
（
昭
和

19）
年

日
本

で
は
、

1925（
大

正
14）

年
の
「

陸
軍

現
役

将
校

学
校

配
属

令
」

に
基

づ
き
、

中
等

学
校

以
上

の
学

校
に

は
現

役
将

校
が

配
属

さ
れ
、

正
式

な
授

業
と

し
て

軍
事

教
練

が
実

施
す

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

た
だ

大
学

で
は
、

学
科

だ
け

で
実

地
教

練
は

行
わ

な
い

場
合

も
あ

る
の

が
実

状
で

し
た
。

し
か

し
日

中
戦

争
開

始
後

の
1939

年
、

文
部

省
は

大
学

に
お

け
る

軍
事

教
練

の
必

修
化

を
命

じ
ま

し
た

。
こ

れ
に

よ
り
、

毎
週

2
時

間
の

軍
事

教
練

を
標

準
と

し
、

実
地

教
練

も
確

実
に

行
わ

れ
る

よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ケ
ー
ス
大
④

― 2
『
医
学
生
と
そ
の
時
代
』　

2008（
昭
和

20）
年

本
書

は
、

東
京

大
学

医
学

部
・

医
学

部
附

属
病

院
創

立
150

周
年

記
念

と
し

て
編

纂
さ

れ
た

写
真

集
で
、

卒
業

ア
ル

バ
ム

の
写

真
が

掲
載

さ
れ

て
い

ま
す
。

1927（
昭

和
2）

年
に

施
行

さ
れ

た
「

兵
役

法
」

は
、

大
学

生
は

27
歳

ま
で

徴
兵

を
延

期
す

る
と

定
め

て
い

ま
し

た
。

し
か

し
、

日
中

戦
争

が
始

ま
る

と
兵

士
の

不
足

が
問

題
と

な
り

、
1939

年
の

改
正

に
よ

っ
て
、

延
期

は
25

歳
ま

で
（

医
学

部
学

生
は

26
歳

ま
で

）
と

さ
れ

ま
し

た
。

そ
し

て
遂

に
1943

年
10

月
、

東
条

英
機

内
閣

は
大

学
生

等
の

徴
兵

延
期

措
置

を
停

止
す

る
勅

令
を

公
布

し
、

文
科

系
の

大
学

生
は
、

い
わ
ゆ
る
「
学
徒
出
陣
」
と
し
て
軍
隊
に
入
営
し
て
い
き
ま
し
た
。

ケ
ー
ス
大
④

― 3
『
佳
木
斯
医
科
大
学
新
聞
』  第

2
号
（
第

1
回
生

卒
業
記
念
号
）　

1943（
昭
和

18）
年

満
州

国
立

佳
木

斯
医

科
大

学
は
、

1940（
昭

和
15）

年
に

設
立

さ
れ

ま
し

た
。

4
年

制
で
、

養
成

人
員

は
各

年
150

名
、

入
学

資
格

は
日

本
の

中
学

校
4
年

修
了
（

16
歳

）
程

度
で

す
。

開
拓

地
医

師
の

養
成

が
目

的
で
、

第
1
学

年
に

は
内

地
で

の
募

集
と

共
に
、

満
州

開
拓

青
年

義
勇

隊
訓

練
生
か
ら

80
名
が
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
学
長
は
、航

空
医
学
を
研
究
し
、

日
本

初
の

衛
生

飛
行

機
（

患
者

輸
送

機
）

を
完

成
さ

せ
た

元
陸

軍
軍

医
学

校
校

長
の

寺
師

義
信
（

1882― 1964）
で

あ
り
、

教
務

主
事

は
、

生
理

学
者
で
京
都
帝
国
大
学
教
授
の
正
路
倫
之
助
（

1886― 1962）
で
し
た
。

ハ
ン
ズ
オ
ン

「
戦

地
だ

よ
り

」　
1937（

昭
和

12）
年

10
月

～
1940

年
9
月

※
『
名
大
学
友
会
報
』（

の
ち
『
名
帝
大
医
学
部
学
友
会
報
』、さ

ら
に
『
名

大
医

学
部

学
友

会
報

』
と

改
題

）
の
「

戦
地

だ
よ

り
」

の
コ

ー
ナ

ー
を

コ
ピ
ー
し
た
も
の
を
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
た
。
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展
示
台
①

― 1
畠

中
靖

雄
・

間
沢

久
雄

訳
 『
航

空
医

学
解

説
』　

1944（
昭
和

19）
年

原
著
者
の
グ
ロ
ウ
（

M
alcolm

 C
um

m
ings G

row
 1887― 1960）

は
米
国

空
軍

の
最

初
の

軍
医

総
監

で
す
。

同
じ

く
ア

ー
ム

ス
ト

ロ
ン

グ
（

H
arry 

G
eorge A

rm
strong 1899― 1983）

は
米

国
空

軍
少

将
・

医
師

で
、

航
空

医
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「

戦
局
の
推
移
に
つ
れ
、

航
空

兵
力

の
強

化
は

日
増

し
に

重
要

性
を

加
え

つ
つ

あ
る
。（

中
略

）
航

空
兵

力
を

量
に

お
い

て
、

ま
た

質
に

お
い

て
、

し
か

も
可

及
的

迅
速

に
充

実
す

る
こ

と
は
、

時
局

下
、

国
民

全
般

に
課

せ
ら

れ
た

最
重

要
課

題
で

あ
る

。
こ

の
課

題
の

遂
行

こ
そ
、

正
し

く
聖

戦
成

敗
の

岐
路

を
な

す
と

も
云

い
得

ら
れ

る
。」（

東
京

帝
国

大
学

航
空

研
究

所
の

淡
路

円
次

郎
の
序
文
よ
り
）

展
示
台
①

― 2
小
熊
捍
『
戦
時
研
究
と
生
物
学
』（『

科
学
朝
日
』）　

1945（
昭
和

20）
年

小
熊

捍
（

1886― 1971）
は

北
海

道
帝

国
大

学
理

学
部

教
授

で
、

昆
虫

学
者
、

遺
伝

学
者

で
す
。

こ
の

時
評

で
は
、

戦
時

研
究

の
「

課
題

が
ほ

と
ん

ど
全

部
戦

争
の

第
一

線
活

動
に

直
接

関
係

す
る

諸
問

題
に

終
始

し
て

い
る

の
は

止
む

を
得

な
い

し
、

ま
た

当
然

の
こ

と
で

も
あ

る
。

し
か

し
銃

後
も

ま
た

戦
の

第
一

線
と

な
っ

た
昨

今
で

は
、

銃
後

に
課

題
を

持
つ

研
究

も
当

然
戦

時
研

究
と

し
て

、
強

力
に

か
つ

急
速

に
推

進
し

て
行

か
な

く
て

は
な

ら
な

い
、

そ
し

て
そ

の
銃

後
課

題
の

筆
頭

に
、

作
物

の
急

速
増

産
の

問
題

が
取

り
上

げ
ら

れ
て

よ
い

と
思

う
」

と
述

べ
、

北
海

道
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、じ

ゃ
が
い
も
を
例
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
※

小
熊
捍（

お
ぐ
ま
・
ま
も
る
）

展
示
台
①

― 3
『

碧
素
：

国
産

ペ
ニ

シ
リ

ン
開

発
の

旗
振

り
　

稲
垣

軍
医

少
佐

と
一

高
生

学
徒

動
員

』　
2005

年
（
平
成

17）
年

1943（
昭

和
18）

年
12

月
、

ド
イ

ツ
か

ら
来

た
潜

水
艦

Ｕ
ボ

ー
ト

の
艦

内
に

あ
っ

た
医

学
雑

誌
の
、

ベ
ル

リ
ン

大
学

教
授

に
よ

る
ペ

ニ
シ

リ
ン

の
記

事
を

読
ん

だ
陸

軍
軍

医
学

校
の

稲
垣

克
彦

軍
医

少
佐
（

1911―
2004）

は
、

1944
年

2
月

に
ペ

ニ
シ

リ
ン

委
員

会
を

結
成

し
、

同
年

11
月

に
は

国
産

ペ
ニ

シ
リ

ン
「

碧
素

」（
敵

性
語

を
避

け
、

一
高

生
に

よ
り

命
名

）
が

完
成

し
ま

し
た
。

碧
素

は
、

1945
年

3
月

10
日

の
東

京
大

空
襲

の
際

に
使

用
さ

れ
驚

異
的

な
効

果
を

発
揮

し
ま

す
が
、

物
資

の
不

足
、

空
襲
な
ど
で
工
場
で
の
大
量
生
産
は
で
き
ず
、
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
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展
示
台
①

― 4
技

術
院

『
戦

時
研

究
員

制
度

ニ
就

テ
』　

1944
（
昭
和

19）
年

技
術

院
は
、

戦
時

科
学

技
術

動
員

の
中

枢
を

担
う

べ
く

1942
年

に
設

置
さ

れ
た

、
内

閣
直

属
の

機
関

で
す
。

1943
年

10
月

に
、

技
術

院
の

主
導

に
よ

り
内

閣
が

設
け

た
の

が
「

戦
時

研
究

員
制

度
」

で
す
。

戦
時

研
究

員
は
、

戦
争

の
た

め
に

急
速

に
成

果
を

あ
げ

る
必

要
の

あ
る

科
学

技
術

の
重

要
課

題
に

取
り

組
む

も
の

と
さ

れ
、

首
相

を
会

長
と

す
る

研
究

動
員

会
議

に
よ

り
選

ば
れ

ま
し

た
。

そ
の

数
は

1944
年

に
は

1,122
人

に
の

ぼ
り

ま
し

た
。

同
年

の
研

究
課

題
は

183
で
、

そ
の

7
割

の
担

当
官

庁
が
陸
軍
省
と
海
軍
省
で
し
た
。

展
示
台
①

― 5
小

野
稔
『

太
田

元
次

軍
医

の
汪

兆
銘

看
護

日
誌

抄
』　

1988（
昭
和

63）
年

太
田

元
次

（
1913― 1990）

は
、

1938（
昭

和
13）

年
に

名
古

屋
医

科
大

学
を

卒
業

後
、

斎
藤

眞
教

授
の

外
科

学
教

室
の

副
手

を
経

て
、

同
年

5
月
に
軍
医
候
補
生
と
し
て
入
隊
、 1944

年
1
月
に
軍
医
大
尉
で
召
集
解
除
、

再
び

斎
藤

外
科

学
教

室
の

副
手

と
な

り
ま

す
が
、

同
年

7
月

に
臨

時
召

集
さ

れ
ま

し
た
。

太
田

は
、

名
古

屋
帝

国
大

学
医

学
部

附
属

医
院

に
極

秘
入

院
し

た
汪

兆
銘

の
専

属
医

の
1
人

と
な

り
ま

し
た

。
本

書
は

そ
の

際
の
記
録
で
す
。
※
太
田
元
次
（
お
お
た
・
も
と
つ
ぐ
）

展
示
台
①

― 6
太

田
元

次
『

戦
前

派
病

院
長

の
回

顧
録

』
正
・

続
　

1979（
昭
和

54）
年

正
編

で
は
、

汪
兆

銘
と

の
思

い
出
、

幼
少

期
か

ら
官

立
名

古
屋

医
科

大
学

を
経

て
、

南
京
・

応
山

な
ど

で
の

軍
医

と
し

て
の

生
活
、

戦
後

の
名

古
屋

掖
済

会
病

院
の

開
院

ま
で

、
続

編
で

は
、

名
古

屋
掖

済
会

病
院

長
、

愛
知
医
科
大
学
（
戦
後
の
私
立
大
学
）
学
長
時
代
が
回
顧
さ
れ
て
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
Ｃ

― 1
戦
時
下
の
名
帝
大

※
企

画
展

「
医

学
教

育
の

曙
か

ら
ノ

ー
ベ

ル
賞

ま
で

―
名

古
屋

大
学

創
立

七
〇

周
年
（

創
基

一
三

八
周

年
）

記
念

―
」（

2019
年

）
で

作
成

し
た

パ
ネ

ル
。

パ
ネ

ル
の

内
容

は
、『

名
古

屋
大

学
大

学
文

書
資

料
室

紀
要

』
第

18
号
を
参
照
（
名
古
屋
大
学
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
閲
覧
可
能
）。

パ
ネ
ル
Ｃ

― 2
ち

ょ
っ

と
名

大
史

22　
汪

兆
銘

（
汪

精
衛

）
の

梅
※
「

ち
ょ

っ
と

名
大

史
22」（『

名
大

ト
ピ

ッ
ク

ス
』

第
128

号
掲

載
）

を
パ
ネ
ル
化
。
内
容
は
大
学
文
書
資
料
室
Ｈ
Ｐ
を
参
照
。



127

銃
後
の
諸
相
と
結
末

展
示
台
②

― 1
三

好
益

来
、

内
藤

桑
三
、

本
城

正
夫
『

戦
時

下
傷
者
救
急
法
』　

1943（
昭
和

18）
年

戦
時

下
の

負
傷

者
は
、

平
時

に
加

え
て
、

空
襲

に
よ

る
戦

傷
者

の
発

生
も

あ
り
、

新
し

い
救

急
法

が
必

要
と

さ
れ

た
こ

と
に

応
え

て
書

か
れ

た
の

が
本

書
で

す
。

創
（

き
ず

）
の

処
置

、
包

帯
術
、

出
血

の
処

置
、

人
工

呼
吸

法
、

骨
傷
（

骨
折

や
脱

き
ゅ

う
な

ど
）

の
救

急
法
、

負
傷

者
の

取
扱

と
運

搬
法
、

な
ど

か
ら

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

。
本

書
執

筆
時

、
三

好
益

来
は

陸
軍

軍
医

大
佐

で
あ

り
、

1943
年

に
学

位
論

文
「

現
地

に
お

い
て

治
癒

せ
る

骨
戦

傷
に

つ
い

て
」

に
よ

り
東

京
帝

国
大

学
か

ら
医

学
博

士
号

を
授

与
さ

れ
ま

し
た
。

内
藤

桑
三

は
陸

軍
軍

医
少

佐
、

本
城

正
夫

は
陸

軍
衛

生
中

尉
で

し
た
。

※
三

好
益

来
（

み
よ

し
・

ま
す

き
）、

内
藤
桑
三
（
な
い
と
う
・
そ
う
ぞ
う
）、

本
城
正
夫
（
ほ
ん
じ
ょ
う
・
ま
さ
お
）

展
示
台
②

― 2
医

学
部

附
属

病
院

庶
務

掛
『

大
東

亜
戦

争
戦

災
記
念
写
真
』　

フ
ァ
イ
ル
作
成
年
代
不
明

昨
年
、

医
学

系
研

究
科
・

医
学

部
で

発
見

さ
れ

た
資

料
で

す
。

①
勝

沼
精

蔵
（

名
帝

大
医

学
部

附
属

医
院

長
）・

山
元

昌
之

（
同

医
院

事
務

長
）

『
秘

 病
院
防
空
―
戦
跡
と
戦
訓
―
』（

1945（
昭
和

20）
年

4
月

3
日
稿
）、

②
1965

年
に

整
理

さ
れ

た
、

1945
年

3
月

12
日
、

19
日
、

25
日

の
空

襲
に

よ
り

被
災

し
た

建
物

と
焼

夷
弾

な
ど

の
写

真
、

③
1959

年
に

集
め

ら
れ

た
、

名
古

屋
帝

国
大

学
医

学
部

附
属

医
院

に
極

秘
入

院
し

て
い

た
南

京
国

民
政

府
主

席
の

汪
兆

銘
が
、

1944
年

11
月

に
死

亡
し

た
こ

と
を

報
じ
る
掲
示
な
ど
、
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

展
示
台
②

― 3
杉

山
千

佐
子
『

お
み

す
て

に
な

る
の

で
す

か
』　

1999（
平
成

11）
年

今
年
、

101
歳

で
亡

く
な

っ
た

杉
山

千
佐

子
さ

ん
は
、

全
国

戦
災

傷
害

者
連

絡
会
（

全
傷

連
）

会
長

と
し

て
、

国
か

ら
の

補
償

が
な

い
民

間
の

戦
争

被
災

者
の

救
済

を
求

め
て

長
く

活
動

し
て

こ
ら

れ
ま

し
た
。

杉
山

さ
ん

は
、

1932
年

か
ら

45
年

ま
で

の
13

年
間

、
名

古
屋

医
科

大
学
（

の
ち

名
古

屋
帝

国
大

学
医

学
部

）
の

解
剖

学
教

室
で

標
本

作
り

な
ど

の
仕

事
を

し
て

い
ま

し
た
。

そ
し

て
1945

年
3
月

24
日

の
名

古
屋

大
空

襲
に
よ
り
、
左
の
眼
が
つ
ぶ
れ
る
ほ
ど
の
重
い
火
傷
を
負
い
ま
し
た
。
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展
示
台
②

― 4
名

古
屋

市
復

興
局

編
『

名
古

屋
市

復
興

都
市

計
画
図
』　

1946（
昭
和

21）
年

空
襲

に
よ

り
市

域
の

4
分

の
1
が

被
災

し
た

と
さ

れ
る
、

名
古

屋
市

の
復

興
都

市
計

画
の

立
案
・

実
行

の
中

心
に

な
っ

た
の

が
、

東
京

帝
国

大
学

工
学

部
で

土
木

工
学

を
専

攻
し
、

木
曽

三
川

の
治

水
な

ど
も

担
当

し
た
、

名
古

屋
市

技
監
（

の
ち

助
役

）
の

田
淵

寿
郎
（

た
ぶ

ち
・

じ
ゅ

ろ
う

 1890― 1974）
で

す
。

田
渕

ら
に

よ
る

戦
災

復
興

の
基

本
計

画
は

、
早

く
も
同
年

12
月
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、東

西（
若
宮
大
通
）

と
南

北
（

久
屋

大
通

）
の

2
本

の
100m

道
路

が
整

備
さ

れ
、

市
内

に
約

280
か

所
あ

っ
た

墓
地

は
市

の
東

部
、

平
和

公
園

に
移

転
さ

せ
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た
。

田
淵

は
、

の
ち

に
名

古
屋

市
名

誉
市

民
の

第
1
号

に
選

ば
れ
ま
し
た
。

ケ
ー
ス
小
⑦

― 1
三

菱
航

空
機

株
式

会
社

名
古

屋
製

作
所
『

絵
葉

書
』　

1927（
昭
和

2）
～

1928
年
頃

名
古

屋
市

で
は

、
早

く
か

ら
航

空
機

工
業

の
発

展
が

始
ま

り
、

地
元

の
愛

知
時

計
電

機
と

と
も

に
そ

の
中

心
と

な
っ

た
の

が
三

菱
で

し
た
。

1920（
大

正
9）

年
、

名
古

屋
市

に
三

菱
内

燃
機

が
設

立
さ

れ
、

翌
年

に
本

社
が

東
京

に
移

さ
れ

て
三

菱
内

燃
機

名
古

屋
製

作
所

と
な

り
ま

し
た
。

1928（
昭

和
3）

年
に

三
菱

航
空

機
名

古
屋

製
作

所
と

改
称

さ
れ
、

専
ら

航
空

機
関

係
の

生
産

に
従

事
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

こ
の

絵
葉

書
は
、

ち
ょ

う
ど

そ
の

頃
に

発
行

さ
れ

た
も

の
で

す
。

1934
年
、

三
菱

航
空

機
は

三
菱

造
船

と
合

併
し
、

三
菱

重
工

業
（

名
古

屋
航

空
機

製
作

所
）

と
な
り
ま
し
た
。
工
場
は
、
名
古
屋
港
沿
岸
の
大
江
に
あ
り
ま
し
た
。

ケ
ー
ス
小
⑦

― 2
三

菱
重

工
業

株
式

会
社

名
古

屋
航

空
機

製
作

所
『

兵
器

を
造

る
我

等
の

覚
悟

』　
1943（

昭
和

18）
年

当
時

の
愛

知
県

尾
張

地
域

は
、

日
本

の
航

空
機
（

軍
用

機
）

の
一

大
生

産
地

帯
と

な
っ

て
お

り
、

そ
の

中
心

で
あ

る
名

古
屋

を
代

表
す

る
航

空
機

製
造

企
業

が
三

菱
重

工
で

し
た

。
こ

の
た

め
1944

年
12

月
か

ら
始

ま
る

名
古

屋
空

襲
で

は
、

三
菱

重
工

の
航

空
機

工
場

が
い

ち
早

く
攻

撃
目

標
と

さ
れ

ま
し

た
。

本
書

は
、

1943
年

5
月

28
日

に
東

京
放

送
局

（
現

Ｎ
Ｈ

Ｋ
）

で
放

送
さ

れ
た

岡
野

保
次

郎
名

古
屋

航
空

機
製

作
所

長
の

講
演
「

兵
器

を
造

る
我

等
の

覚
悟

」
の

ほ
か
、

東
條

英
機

首
相

兼
陸

相
、

谷
萩

那
華

雄
大

本
営

陸
軍

報
道

部
長

な
ど

全
12

編
の

放
送
・

講
演

集
で

す
。
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ケ
ー
ス
小
⑧

― 1
厚

生
省
『

職
業

能
力

申
告

手
帳

』　
1944（

昭
和

19）
年

国
家

総
動

員
法

に
基

づ
き
、

1939
年

に
国

民
職

業
能

力
申

告
令

が
施

行
さ

れ
ま

し
た
。

こ
れ

に
よ

り
、

16
歳

以
上

50
歳

未
満

の
男

子
で
、

指
定

職
業
の
従
事
者
及
び
指
定
教
育
機
関
の
卒
業
者
に
は
、
氏
名
・
生
年
月
日
・

本
籍
・

居
住

地
・

兵
役

関
係

・
学

歴
・

職
業

名
・

就
業

場
所

な
ど

を
記

載
す

る
「

職
業

能
力

申
告

手
帳

」
が

交
付

さ
れ

ま
し

た
。

そ
の

後
、

対
象

範
囲

が
未

経
験

者
や

未
婚

若
年

女
子

に
ま

で
拡

大
さ

れ
て

行
き

ま
し

た
。

な
お

こ
の

手
帳

は
、

名
古

屋
帝

国
大

学
理

学
部

の
山

崎
一

雄
教

授
の
も
の
で
す
。

ケ
ー
ス
小
⑧

― 2
情

報
局

編
輯
『

写
真

週
報

』
227、

268
号
　

1942（
昭
和

12）
年
～

1943
年

『
写
真
週
報
』
は
、 1937（

昭
和

12）
年
、情

報
委
員
会
を
拡
大

･
改
組
し
、

内
閣

総
理

大
臣

の
下

に
発

足
し

た
内

閣
情

報
部

に
よ

り
、

1938
年

に
創

刊
さ

れ
た

週
刊

の
国

策
グ

ラ
フ

雑
誌

で
す
。

268
号
（

1943
年

）
に

は
、

名
古

屋
鶴

舞
女

子
機

械
工

補
導

所
が

紹
介

さ
れ

て
い

ま
す
。

内
閣

情
報

部
は

1940
年

に
、

外
務

省
情

報
部
、

陸
軍

省
情

報
部
、

海
軍

省
軍

事
普

及
部
、

内
務

省
警

保
局

検
閲

課
な

ど
各

省
に

分
か

れ
て

い
た

情
報

事
務

を
統

一
化

す
る

こ
と

を
め

ざ
し

て
、

情
報

局
へ

と
拡

大
・

改
組

さ
れ

ま
し
た
。

ケ
ー
ス
小
⑧

― 3
『

産
業

従
業

員
の

採
用

時
身

体
検

査
法
・

定
期

健
康
診
断
法
』　

1937（
昭
和

12）
年

日
本

産
業

衛
生

協
会

の
産

業
医

学
叢

書
の

第
一

冊
と

し
て

発
行

さ
れ

た
本

書
に

は
、

附
録

「
身

体
検

査
規

程
類

集
」

と
し

て
、

1923（
大

正
12）

年
に

設
置

さ
れ
、

兵
器
・

軍
需

品
・

火
薬

類
な

ど
を

製
造

し
た

陸
軍

造
兵

廠
（

ぞ
う

へ
い

し
ょ

う
）

と
、

海
軍

職
工

及
び

鉱
夫

志
願

者
、

南
満

州
鉄

道
株

式
会

社
（

満
鉄

）
な

ど
の

身
体

検
査

規
則

が
掲

載
さ

れ
て

い
ま
す
。
陸
軍
造
兵
廠
身
体
検
査
規
程
で
は
、成

年
男
子（

満
20

歳
以
上
）は

、
身

長
154cm

、
胸

囲
78cm

、
体

重
50kg

未
満
、

成
年

女
子
（

満
18

歳
以

上
）

は
、

身
長

143cm
、

胸
囲

73cm
、

体
重

45kg
未

満
は

不
合

格
と
し
て
い
ま
す
。



130

ケ
ー
ス
小
⑨

― 1
『

大
東

亜
戦

争
記

念
報

国
絵

葉
書
　

第
一

輯
』　

1942（
昭
和

17
年
）
～

1943
年
頃

日
本

は
、

1941
年

12
月

8
日

に
真

珠
湾

の
ア

メ
リ

カ
軍

を
奇

襲
攻

撃
し

て
始

め
た

太
平

洋
戦

争
（

ア
ジ

ア
太

平
洋

戦
争

）
を
、

欧
米

諸
国

の
植

民
地

支
配

か
ら

東
ア

ジ
ア

を
解

放
し

て
「

大
東

亜
共

栄
圏

」
を

実
現

す
る

た
め

の
も

の
と

主
張

し
、「

大
東

亜
戦

争
」

と
呼

び
ま

し
た
。

こ
の

絵
葉

書
は
、

郵
便

事
業

等
を

担
当

す
る

逓
信
（

て
い

し
ん

）
省

が
発

行
し

30
銭

で
売

出
し

た
も

の
で

す
が
、

売
上

金
の

う
ち

10
銭

は
国

防
献

金
に

回
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ケ
ー
ス
小
⑨

― 2
内

閣
情

報
部
・

情
報

局
編

輯
『

週
報

』
102、

120、
389

号
　

1939（
昭

和
14）

年
～

1945
年

『
週

報
』

は
、

官
報

附
録

と
し

て
1936（

昭
和

11）
年

10
月

に
政

府
が

創
刊

し
た

週
刊

の
広

報
誌

で
す
。

各
省

の
情

報
宣

伝
や

世
論

指
導

の
連

絡
調

整
に

あ
た

っ
て

い
た

情
報

委
員

会
が

編
集

を
担

当
し

ま
し

た
。

情
報

委
員

会
は
、

1937
年

に
内

閣
情

報
部
（

50
号
～

）、
1940

年
に

は
情

報
局
（

218
号
～

）
へ

と
組

織
が

改
編
・

拡
大

さ
れ
、

戦
争

遂
行

の
た

め
の

世
論

形
成
、

思
想

取
締

の
強

化
が

目
的

と
な

っ
て

い
き

ま
し

た
。

389
号
（

1944
年
）
は
紙
質
が
悪
く
な
り
、
表
紙
の
緑
色
が
一
部
だ
け
に
な
っ

て
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
Ｅ

関
連
事
項
年
表

※
2
枚
。
本
企
画
展
で
展
示
中
の
資
料
は
太
字
に
し
た
。

※
展

示
品

番
号

は
、

本
展

示
記

録
掲

載
の

写
真

に
付

し
た

キ
ャ

プ
シ

ョ
ン

及
び

展
示

室
見

取
り

図
と

対
応

し
て

い
る
。

例
え

ば
、「

ケ
ー

ス
小

①
― 1」

は
展

示
ケ

ー
ス
（

小
）

①
に

入
れ

て
展

示
し

た
1
つ

め
の

展
示

資
料
、「

ケ
ー

ス
大

①
― 1」

は
展

示
ケ

ー
ス
（

大
）

に
入

れ
て

展
示

し
た

1
つ
め
の
展
示
資
料
、「

パ
ネ
ル
Ｂ

― 1」
は
エ
リ
ア
Ｂ
に
掲
示
し
た

1
つ
め
の
パ
ネ
ル
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

※
「

戦
場

と
軍

医
」

コ
ー

ナ
ー

は
、

大
展

示
ケ

ー
ス

を
タ

テ
に

3
つ

並
べ
、

そ
の

周
囲

を
回

り
な

が
ら

見
る

よ
う

に
構

成
し

た
た

め
、

本
表

の
掲
載
順
が
変
則
に
な
っ
て
い
る
。

※
グ
レ
ー
の
色
が
付
い
て
い
る
も
の
が
大
学
文
書
資
料
室
所
蔵
、
そ
れ
以
外
は
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
所
蔵
で
あ
る
。

※
パ

ネ
ル

は
、

大
学

文
書

資
料

室
が

作
成

し
た
。

た
だ

し
パ

ネ
ル

Ｅ
は
、

附
属

図
書

館
医

学
部

分
館

が
鶴

舞
で

の
ミ

ニ
企

画
展

で
展

示
し

た
年

表
を
、
大
学
文
書
資
料
室
が
大
幅
に
校
訂
し
て
パ
ネ
ル
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

※
展
示
品
の
資
料
名
に
も
適
宜
ふ
り
が
な
を
付
け
た
が
、
本
展
示
記
録
で
は
省
略
し
た
。

※
展
示
品
の
説
明
文
に
お
け
る
段
落
は
、
本
展
示
記
録
で
は
省
略
し
た
。



ケース小①―1

ケース小①―2
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ケース小①―3

ケース小②―1
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ケース小②―2

ケース小②―3
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ケース小③―1

ケース小③―2
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ケース小③―3

ケース小④―1a
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ケース小④―1b

ケース小④―2
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ケース小⑤―1

ケース小⑤―2
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ケース大①―1

ケース大①―2
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ケース大②―1

ケース大②―2
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ケース大③―1

ケース大③―2
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ケース大③―3

ケース大③―4a
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ケース大③―4b

ケース大③―5
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ケース大②―3a

ケース大②―3b
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ケース大②―4

ケース大②―5
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ケース大①―3a

ケース大①―3b
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ケース大④―1

ケース大④―2
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ケース大④―3

ハンズオン
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展示台①―1

展示台①―2
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展示台①―3

展示台①―4
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展示台①―5

展示台①―6a
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展示台①―6b
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展示台②―1

展示台②―2
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展示台②―3

展示台②―4
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ケース小⑦―1a

ケース小⑦―1b
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ケース小⑦―2

ケース小⑧―1
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ケース小⑧―2a

ケース小⑧―2b
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ケース小⑧―3

ケース小⑨―1
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ケース小⑨―2
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名帝大（臨時）附属医学専門部（1）

1939年５月15日の勅令により、内地の６帝国大学及び
６医科大学とともに、名古屋帝国大学にも臨時附属医学
専門部が設置された。授業には鶴舞の校舎を使用し、柔
剣道場や学生集会所も医学部と共用した。

授業風景①

入学資格は、中学校卒業者か、専門学校入学検定規程に
よる検定試験・無試験検定の合格者であった。卒業者に
は、「名古屋帝国大学附属医学専門部医学士」の称号が
与えられた。

授業風景②

学生は、卒業後ほとんどが軍医となった。

軍隊での体験実習

加藤三九朗教授（外科学）による。1940年から医学専
門部に専任教授を置けることとなり、加藤教授は翌年に
就任した。

医人五訓

臨床実習は医学部学生との共用に難があったため、医学
部附属医院分院ができるまでは名古屋市内の病院に依
頼して急場をしのいだ。

八事結核診療所での回診風景

1943年に寄附された建物が医学部附属医院分院とさ
れると、ここが医学専門部専用の診療病院となった。分
院について詳しくは別パネルを参照。

医学部附属医院分院となった陸田ビルディング（右、1926年頃）
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名帝大（臨時）附属医学専門部（2）

医学部に比べ、医学専門部の学生は東海四県の出身者がきわめて多く、東海地域における軍医養成を担っていたこと
が分かる。

名帝大臨時附属医学専門部学生の出身地の割合（1942年） 名帝大医学部学生の出身地の割合（1942年）

北海道 ２％

東北
６％

関東 13％

北陸・甲信越
16％

東海 33％

近畿 ６％

中国 ８％

四国
６％

九州・沖縄
５％

その他 ５％
東北 １％

関東 ２％
北陸・甲信越

６％

東海 80％

近畿 ２％
中国 ２％
四国 ２％
九州・沖縄 ２％

その他 ３％

※ 「その他」は、台湾・
朝鮮・樺太・中華
民国・蒙古

計

体

操

及

教

練

社

会

衛

生

学

医

事

法

制

軍

陣

医

学

各

科

外

来

患

者

臨

床

講

義

精

神

病

学

小

児

科

学

皮

膚

科

学

泌

尿

器

科

学

耳

鼻

咽

喉

科

学

眼

科

学

産

科

学

婦

人

科

学

外

科

学

内

科

学

法

医

学

衛

生

学

細

菌

学

講

義

実

習

薬

物

学

講

義

実

習

実

習

病

理

学

講

義

化

学

及

医

化

学

講

義

実

習

生

理

学

講

義

実

習

実

習

解

剖

学

講

義

生
物
学

又
は
動
植
物
学

数

学

及

物

理

学

外

国

語

修

身

32 2 6 2 2 10 2 4 3 1 ①

32 2 6 8 4 8 3 1 ②

32 2 4 6 8 4 4 3 1 ③

31 2 4 2 4 4 6 8 1 ①

31 2 2 4 2 4 6 4 2 4 1 ②

31 2 3 3 4 6 6 2 4 1 ③

31 2 2 2 3 2 3 4 6 6 1 ①

31 2 2 2 2 2 2 2 8 8 1 ②

31 2 12 1 1 1 1 2 6 4 1 ③

29 2 随時 随時 随時 12 1 1 1 1 2 4 4 1 ①

29 2 12 1 1 1 1 2 4 4 1 ②

3 2 1 ③

（『名古屋大学五十年史　通史一』より）

学

科

目

第
１
学
年

第
２
学
年

第
３
学
年

第
４
学
年

ただし、特別の必要がある時は、学科目や教授時数を変更したり、
定時以外の時間に臨時講演や実習を行うことも許されていた。

臨時附属医学部専門部学科課程および教授時数（1939年）
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西暦 元号 関連事項年表（太字は本企画展で展示中）

1871 明治4
3月　帝国陸軍において、松本順が兵部省病院御用掛となる
8月　松本順が軍医頭（ぐんいのかみ）に任ぜられる

1872 明治5 5月　戸塚文海が海軍省五等出仕となる

1873 明治6

5月　松本順が陸軍軍医総監となる
5月　 陸軍少将相当官である陸軍軍医総監から、陸軍少尉相当官である陸軍軍医補までの

階級が規定される
8月　戸塚文海が、海軍大医監（海軍中佐相当）に就任

1876 明治9 12月　戸塚文海が海軍軍医総監となる

1878 明治11 池田謙斎著／藤田嗣章訳『子宮病論』

1881 明治14
7月　森林太郎（鴎外）東京大学医学部を卒業
12月　森林太郎（鴎外）が陸軍軍医副（中尉相当）となり、東京陸軍病院に勤務
エスマルク著／片山国嘉訳／石黒忠悳補訂 『軍陣外科手術』

1884 明治17
8月　森林太郎（鴎外）軍陣衛生学研究のためドイツ留学
「陸軍医官徴兵検査手続」

1885 明治18 2月　森林太郎（鴎外）ドイツ語で「日本兵食論」、「日本家屋論」を執筆

1886 明治19
小池正直述／森岡松太郎記『軍陣衛生』（1886～ 88年頃）
横井〔信之〕訳述／森岡松太郎筆記『保爾帝爾氏軍医袖袗必携　巻之二』（1880年代後半）

1887 明治20 5月　森林太郎（鴎外）は北里柴三郎とともにコッホを訪ね、衛生試験所に入所

1888 明治21 9月　森林太郎（鴎外）ドイツから帰国し、横浜港着

1889 明治22
1月　森林太郎（鴎外）『東京医事新誌』を主宰
石黒忠悳序文／森林太郎撰『陸軍衛生教程』

1890 明治23
1月　森鴎外『国民の友』に「舞姫」発表
10月　石黒忠悳が陸軍軍医総監（少将相当）となる

1893 明治26 11月　森林太郎（鴎外）陸軍軍医学校長に任命される

1894 明治27
8月　日清戦争が始まり、森林太郎（鴎外）は中路兵站軍医部長に任命され出征
10月　森林太郎（鴎外）台湾より帰国、陸軍軍医学校長に復職

1897 明治30
4月　石黒忠悳が新設の陸軍軍医総監（中将相当）となる
森 林太郎 小池正直 『衛生新篇』

1904 明治37 2月　日露戦争が始まり、森林太郎（鴎外）は第二軍軍医部長に任命され4月に出征

1906 明治39 1月　森林太郎（鴎外）帰国

1907 明治40
10月　森林太郎（鴎外）が陸軍軍医総監・陸軍省医務局長となる
森 林太郎講述『衛生学大意』

1912 大正元 9月　藤田嗣章が陸軍軍医総監となる

1928 昭和3
6月　張作霖爆殺事件（満州某重大事件）勃発
三菱航空機株式会社名古屋製作所『絵葉書』

1930 昭和5 石黒大介『戦時衛生勤務研究録』

1931 昭和6 9月　柳条湖事件（満州事変勃発）

1935 昭和10
満州帝国軍医団 『軍医団雑誌』　創刊
『満州派遣記念写真帖　歩兵二十五連隊』
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西暦 元号 関連事項年表（太字は本企画展で展示中）

1936 昭和11
8月　石黒大介が軍医総監となる
『週報』創刊

1937 昭和12

7月　盧溝橋事件が発生し、日中戦争全面戦争へ
『産業従業員の採用時身体検査法・定期健康診断法』
『写真週報』創刊
〔日中戦争恩賜の包帯〕（1937年～）

1938 昭和13 4月　国家総動員法公布

1939 昭和14

4月　文部省が附属医学専門部設置についての大綱を立案
5月　帝国大学・官立医科大学に臨時附属医学専門部設置することを閣議決定
5月　名古屋帝国大学に臨時附属医学専門部を設置
9月　陸軍省が帝国大学及官立医科大学臨時附属医学専門部に関して要望
藤田近二『戦場絵日記 : 藤田軍医少佐遺稿』

1940 昭和15 9月　『名大医学部学友会報』がこの月の第60号をもって休刊

1941 昭和16
12月　日本軍のマレー半島上陸および真珠湾攻撃で太平洋戦争が勃発
瀬屑英一『戦時衛生要務 : 軍陣外科ノ部』
〔辞令　任陸軍軍医中佐〕

1942 昭和17
6月　ミッドウェー海戦で日本軍が大敗
逓信省『大東亜戦争記念報告絵葉書　第一輯』（1942年頃）
〔勲三等瑞宝章〕

1943 昭和18

1月　名古屋帝国大学が航空医学研究所を設置 
9月　学生の徴兵猶予が停止さる（「学徒出陣」）
三好益來、内藤桑三、本城正夫 『戦時下傷者救急法』
三菱重工株式会社名古屋航空機製作所 『兵器を造る我等の覚悟』
『佳木斯医科大学新聞』第2号（第1回生卒業記念号）

1944 昭和19

3月　汪兆銘が名古屋帝国大学附属医院に入院（同年11月、同医院で死去）
4月　名古屋帝国大学が臨時附属医学専門部を附属医学専門部と改称
7月　閣議、科学技術者動員計画設定要項を決定
7月　海軍軍医学校戸塚分校に第一期生が入学
技術院『戦時研究員制度ニ就テ』
厚生省『職業能力申告手帳』
陸軍軍医学校編『軍隊臨床檢査法教程：昭和19年制定』
グロウ、アームストロング共著／畠中靖雄、間澤久雄共訳『航空医学解説』
〔名古屋帝国大学医学部アルバム〕

1945 昭和20

3月　名古屋帝国大学医学部（鶴舞）が空襲で大きな被害を受ける
8月　日本が連合国に無条件降伏
小熊捍『戦時研究と生物学』 （科學朝日 第 5巻第8号）
杉山千佐子『おみすてになるのですが―傷痕の半生―』
『〔シベリア抑留〕俘虜用郵便葉書』（1945～ 49年）
病院庶務掛「大東亜戦争戦災記念写真」

1946 昭和21
11月　日本国憲法公布
「名古屋市復興都市計画図」

1949 昭和24
5月　 新制名古屋大学が設置され、附属医学専門部が包括される（1946年度以降生徒募

集中止）
『〔シベリア抑留〕引揚証明書』

1950 昭和25 4月　附属医学専門部を廃止
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注

（
1
）
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
西
川
輝
昭
「
名
古
屋
大
学
博
物
館
第
四
回
特
別
展
記
録
　

名
帝
大
け
ふ
誕
生
―
初
代
総
長
渋
澤
元
治
と
そ
の
時
代
」（『
名
古

屋
大
学
博
物
館
報
告
』
第
一
八
号
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）、
堀
田
慎
一
郎
・
山
口
拓
史
・
羽
賀
祥
二
・
西
川
輝
昭
「
第
一
五
回
名
古
屋
大
学
博
物
館

企
画
展
記
録
　

伊
吹
お
ろ
し
の
若
者
た
ち
―
八
高
創
立
百
年
の
歴
史
か
ら
―
」（『
名
古
屋
大
学
博
物
館
報
告
』
第
二
四
号
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
）、

堀
田
慎
一
郎
「
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
展
示
活
動
と
そ
の
諸
問
題
―
名
古
屋
大
学
に
お
け
る
「
八
高
展
」
を
事
例
に
―
」（『
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資

料
室
紀
要
』
第
一
七
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）、
堀
田
慎
一
郎
「
企
画
展
『
医
学
教
育
の
曙
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
ま
で
―
名
古
屋
大
学
創
立
七
〇
周
年
（
創

基
一
三
八
周
年
）
記
念
―
』」（『
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
紀
要
』
第
一
八
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）、
堀
田
慎
一
郎
・
西
川
輝
昭
・
羽
賀
祥
二
・

蛭
薙
観
順
・
山
口
拓
史
「
第
一
九
回
名
古
屋
大
学
博
物
館
企
画
展
記
録
　

医
学
教
育
の
曙
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
ま
で
―
名
古
屋
大
学
創
立
七
〇
周
年
（
創

基
一
三
八
周
年
）
記
念
―
」（『
名
古
屋
大
学
博
物
館
報
告
』
第
二
七
号
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）、
堀
田
慎
一
郎
「
企
画
展
『
響
け
！
　

創
統
の
鐘
―

名
高
商
か
ら
名
大
経
済
学
部
へ
の
九
〇
年
―
』」（『
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
紀
要
』
第
一
九
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）、
西
田
佐
知
子
・
堀
田
慎

一
郎
・
松
下
佐
知
子
「
第
二
八
回
名
古
屋
大
学
博
物
館
企
画
展
記
録
「
氷
壁
」
を
越
え
て
─
ナ
イ
ロ
ン
ザ
イ
ル
事
件
と
石
岡
繁
雄
の
生
涯
─
」（『
名
古

屋
大
学
博
物
館
報
告
』
第
二
九
号
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）、
堀
田
慎
一
郎
「
企
画
展
『「
氷
壁
」
を
越
え
て
―
ナ
イ
ロ
ン
ザ
イ
ル
事
件
と
石
岡
繁
雄
の

生
涯
―
』」（『
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
紀
要
』
第
二
二
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
を
参
照
。

（
2
）
こ
の
企
画
展
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
蒲
生
英
博
・
堀
田
慎
一
郎
「
企
画
展
『
戦
争
と
大
学
―
一
九
三
一
～
一
九
四
五
　

官
立
名
古
屋
医
科
大
学
・
名

古
屋
帝
国
大
学
―
』」（『
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
紀
要
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
を
参
照
。
以
下
、
本
展
示
記
録
に
お
い
て
、
こ
の

企
画
展
に
つ
い
て
記
述
す
る
場
合
は
、
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
こ
れ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
3
）
た
だ
し
医
学
部
史
料
室
は
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
及
び
そ
の
前
身
学
校
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
の
ほ
か
、
広
く
医
学
や
医
療
の
歴
史
に
関
す
る
資
料

も
所
蔵
し
て
お
り
（
蒲
生
英
博
「『
近
代
医
学
の
黎
明
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
』
と
企
画
展
に
よ
る
医
学
史
料
の
新
た
な
展
開
」、『
医
学
図
書
館
』
第

六
三
巻
第
一
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）、
基
本
的
に
収
集
・
所
蔵
を
名
古
屋
大
学
お
よ
び
そ
の
前
身
学
校
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
に
限
定
し
て
い
る
大

学
文
書
資
料
室
と
は
や
や
性
格
が
異
な
っ
て
い
る
。
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（
4
）
ミ
ニ
企
画
展
は
、
第
一
二
回
（「
名
古
屋
の
セ
ン
パ
ー
イ
！
　

大
正
・
昭
和
編
―
名
古
屋
大
学
全
学
同
窓
会
大
学
支
援
事
業
（
2
）
―
」）
ま
で
は
「
ミ

ニ
展
示
会
」
と
称
し
て
い
た
。
ミ
ニ
企
画
展
及
び
開
催
の
詳
細
は
、
蒲
生
英
博
「『
近
代
医
学
の
黎
明
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
』
と
企
画
展
に
よ
る
医

学
史
料
の
新
た
な
展
開
」（『
医
学
図
書
館
』
第
六
三
巻
一
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
を
参
照
。
名
古
屋
大
学
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
（http://ir.nul.

nagoya-u.ac.jp/jspui/handle/2237/24532

）
で
も
公
表
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
こ
の
企
画
展
の
詳
細
は
、
蒲
生
英
博
／
堀
田
慎
一
郎
「
企
画
展
『
戦
争
と
大
学
―
一
九
三
一
～
一
九
四
五
　

官
立
名
古
屋
医
科
大
学
・
名
古
屋
帝

国
大
学
―
』」（『
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
紀
要
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
を
参
照
。
名
古
屋
大
学
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
（http://

ir.nul.nagoya-u.ac.jp/jspui/handle/2237/21663

）
で
も
公
表
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
平
成
二
六
年
度
第
二
回
名
古
屋
大
学
全
学
同
窓
会
大
学
支
援
事
業
の
助
成
金
を
得
た
。
事
業
の
名
称
は
、「『
名
古
屋
大
学
の
大
先
輩
』
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
形
成
と
展
示
会
の
開
催
」
で
、
購
入
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
第
一
一
回
企
画
展
「
名
古
屋
の
セ
ン
パ
ー
イ
！
　

明
治
編
―
名
古
屋
大
学
全
学
同

窓
会
大
学
支
援
事
業
（
一
）
―
」
と
、
第
一
二
回
企
画
展
「
名
古
屋
の
セ
ン
パ
ー
イ
！
　

大
正
・
昭
和
編
―
名
古
屋
大
学
全
学
同
窓
会
大
学
支
援
事
業

（
二
）
―
」
で
公
開
し
た
。

（
7
）『
パ
イ
プ
の
け
む
り
』
に
「
ふ
た
た
び
」
と
い
う
巻
は
無
い
が
、「
又
」、「
ま
だ
」、「
も
一
つ
」
と
い
っ
た
軽
い
語
感
に
惹
か
れ
た
。

（
8
）
第
十
回
ミ
ニ
企
画
展
か
ら
、関
連
す
る
テ
ー
マ
に
よ
る
特
別
講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
。
本
稿
執
筆
時
点
で
予
定
も
含
め
る
と
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
十
回
ミ
ニ
企
画
展
の
特
別
講
演
会
　

青
木
國
雄
（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）「
わ
が
国
の
疫
病
（
伝
染
病
）
流
行
と
そ
の
社
会
的
衝
撃
」（
二
〇
一
五

年
七
月
一
〇
日
）、第
一
一
回
は
山
内
一
信
（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
・
東
員
病
院
院
長
）「
尾
張
医
学
の
大
先
輩
　

伊
藤
圭
介
―
そ
の
医
学
と
本
草
学
―
」

（
二
〇
一
六
年
一
月
二
七
日
）、
第
一
二
回
は
高
橋
昭
（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
・
愛
知
医
科
大
学
客
員
教
授
）「
衛
生
の
道
を
拓
き
　

雄
大
な
先
駆
的

視
野
に
立
っ
て
辣
腕
を
ふ
る
っ
た
　

愛
知
医
学
校
長
後
藤
新
平
」（
二
〇
一
六
年
三
月
一
五
日
）、第
一
三
回
は
大
川
四
郎
（
愛
知
大
学
法
学
部
教
授
）「
第

二
次
世
界
大
戦
中
の
赤
十
字
と
名
古
屋
大
学
」（
二
〇
一
六
年
九
月
三
〇
日
）、
第
一
四
回
は
福
田
眞
人
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科

教
授
）「
結
核
の
ロ
マ
ン
化
と
病
気
の
本
質
」（
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
六
日
）、
第
一
五
回
は
吉
川
卓
治
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
育
発
達
科
学
研
究

科
教
授
）「
医
育
統
一
・
イ
ン
チ
キ
学
校
征
伐
・
官
立
医
大
不
振
―
医
育
の
一
九
三
〇
年
代
―
」。
な
お
、
会
場
は
、
い
ず
れ
も
医
学
部
分
館
の
西
隣
に

あ
る
建
物
、
医
学
部
基
礎
研
究
棟
の
一
階
会
議
室
2
で
あ
る
。
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（
9
）
こ
の
取
材
の
後
、
次
の
二
つ
の
記
事
が
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。「
語
り
継
ぐ
戦
争
31
　

主
砲
発
射
、
地
震
の
よ
う
な
揺
れ
　

大
和
の
元
軍
医
　

祖

父
江
逸
郎
さ
ん
（
95
）」（
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
六
日
　

朝
刊
地
域
総
合
）。「
救
わ
れ
ず
71
年
　

空
襲
、
見
捨
て
ら
れ
た
民
　

1
～
27
」（
二
〇
一
六

年
一
二
月
一
六
日
～
二
〇
一
七
年
一
月
三
一
日
　

夕
刊
全
国
版
）

（
10
） 月
一
回
開
催
。
室
長
（
理
事
兼
任
）、
歴
史
公
文
書
部
門
長
（
総
務
部
長
兼
任
）、
歴
史
資
料
・
大
学
史
編
纂
部
門
長
（
教
授
兼
任
）、
室
員
（
筆
者
を

含
め
二
名
の
専
任
）、
総
務
部
総
務
課
員
二
名
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
す
る
。

（
11
） 主
催

：

愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
、
愛
知
県
総
務
部
法
務
文
書
課
県
史
編
さ
ん
室
、
共
催

：

愛
知
県
立
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
、
協
力

：

名
古

屋
大
学
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
、
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
、
愛
知
・
名
古
屋
　

戦
争
に
関
す
る
資
料
館
、
日
時

：

二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）

年
一
月
二
九
日
（
日
）
一
三
時
～
一
五
時
三
〇
分
、
会
場

：

愛
知
県
立
大
学
長
久
手
キ
ャ
ン
パ
ス
特
別
講
義
棟
（
S
棟
）
S
二
〇
一
、
申
込
不
要
・
入

場
無
料
。

（
12
）
主
催

：

愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
、
愛
知
県
総
務
部
法
務
文
書
課
県
史
編
さ
ん
室
、
愛
知
県
立
大
学
長
久
手
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
、
協
力

：

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
、
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
、
愛
知
・
名
古
屋
　

戦
争
に
関
す
る
資
料
館
、
会
期

：

二
〇
一
六
（
平
成

二
八
）
年
一
二
月
一
五
日
（
木
）
～
二
〇
一
七
年
一
月
三
一
日
（
火
）、会
場

：

愛
知
県
立
大
学
長
久
手
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
一
階
ロ
ビ
ー
、入
場
無
料
。

（
13
）
前
掲
、
蒲
生
・
堀
田
「
企
画
展
『
戦
争
と
大
学
―
一
九
三
一
～
一
九
四
五
　

官
立
名
古
屋
医
科
大
学
・
名
古
屋
帝
国
大
学
―
』」。

（
14
）
こ
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
で
も
、
資
料
室
と
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
の
共
催
で
、
名
古
屋
大
学
創
基
一
四
五
周
年
記
念
展
「
仮
病
院
・
仮
学
校

か
ら
名
古
屋
帝
国
大
学
へ
の
道
」
を
実
施
し
た
。

（
15
）
作
業
の
し
や
す
さ
も
考
え
、
大
学
文
書
資
料
室
が
最
近
の
企
画
展
で
使
っ
て
い
る
形
式
に
し
た
。
ま
た
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
直
し
、
文
字
を
大
き

く
す
る
と
と
も
に
、
字
数
も
一
〇
行
（
二
八
〇
字
）
を
絶
対
に
超
え
な
い
よ
う
に
制
限
し
た
。
ま
た
、
会
場
の
構
造
上
、
コ
ー
ナ
ー
の
区
分
を
明
ら
か

に
し
づ
ら
い
の
で
、
コ
ー
ナ
ー
ご
と
に
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
枠
の
色
を
変
え
る
よ
う
に
し
た
。

（
16
）
た
だ
し
、
名
古
屋
大
学
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
の
活
動
を
通
じ
た
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
の
研
究
も
そ
の
任
務
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

（
17
）
利
用
（
閲
覧
・
写
し
の
交
付
）
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
資
料
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
18
）
そ
の
ほ
か
、
本
企
画
展
の
会
期
中
に
発
行
さ
れ
た
『
名
大
ト
ピ
ッ
ク
ス
』
第
二
八
三
号
の
「
ち
ょ
っ
と
名
大
史
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
こ
の
医
学
専
門
部
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を
取
り
上
げ
た
。
名
古
屋
大
学
あ
る
い
は
資
料
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
。

（
が
も
う
・
ひ
で
ひ
ろ
　

附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
／
ほ
っ
た
・
し
ん
い
ち
ろ
う
　

大
学
文
書
資
料
室
）


